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司会　 石川　俊二　

皆さん、こんにちは。ただいまから第４回の連続シンポジウム、今回は
『若者の流出を止める「教育力」』というテーマで第４回目のシンポジウムを
始めたいと思います。

私、本日の全体の流れを担当させていただきます、主催者である高知県自
治研究センターの石川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

この連続シンポジウムも今回で第４回目となりました。基調講演のテーマ
は「少子化の流れに抗して」ということでありまして、人口が増える減ると

いうことだけに一喜一憂するのはどうかなという思いもあるんですが、それはそれといたしまして、これま
でこの連続シンポジウムの中では、どちらかというと移住ということに焦点を当ててやってまいりました。

その一方で、出ていく人たちを止める、そういった方向で流れの今回焦点を当てる。その中でこの「教育
力」ということに焦点を当てて、きょう大変お忙しい中を島根県の教育魅力化特命官である岩本悠さんにお
越しをいただきまして、基調講演をしていただくことになっております。

ということで、早速始めてまいりたいと思いますが、開会に当たりまして、主催者であります高知県自治
研究センター理事長の筒井早智子よりごあいさつを申し上げます。

高知県自治研究センター代表理事
　 筒井　早智子　

皆さん、こんにちは。本日は、この週末のこの時間にたくさんお集まりい
ただきまして、ありがとうございます。

先ほど司会からも申し上げましたように、今回が連続シンポジウムの第４
回目に当たります。私どものセンターでは、市町村消滅の最大の原因は、高
齢化ではなく少子化であるという考えのもとに、高知県や市町村が重点施策
として推進しております少子化対策にスポットを当てまして、連続シンポジ
ウムという形になりますように、「少子化の流れに抗して」ということで企

画いたしております。
少子化対策は、若年人口の流出に歯止めをかけ、移住者の受け入れなどを促進することで流入増を図ると

ともに、地域が一体となりまして、結婚・出産・子育て支援などによって、結婚したい、子どもを持ちたい

連続シンポジウム「少子化の流れに抗して」

第４回　若者の流出を止める「教育力」

１開会挨拶



― 3 ―

という希望がかなう社会を実現することが求められております。
昨年２月に開催しました第１回のシンポジウムでは、「増田レポート」の検証と逆の流れであります「田

園回帰」の全国的な状況、また第２回のシンポジウムでは、移住促進の先進地であります中国地方、その
中でも高齢化率や人口規模、中山間地域を多く抱えている状況など、高知県と非常に共通するところの多い
島根県から、その状況や支援の体制、手法などを学びました。そして、第３回目は、都市部から地方へと移
動・移住している若者が増加しているという現象の背景にあります社会経済構造の変化と、経済的な豊かさ
よりも別の価値を見出して地方に向かおうとする若者の価値観の転換などについて学んでまいりました。

今回は、先ほど司会のほうから申し上げましたように、島根県の海士町の島前高校で生徒数が非常に減り
まして、10 年ほど前なんですけれども、存続が危ぶまれたことをきっかけに学校教育を魅力化するという
取り組みをされまして、生徒に地域の良さを学ばさせるというようなこと、そして地域外への若者の流出を
減少させたというそういった実践、そして高知県内における取り組みについて学ぶことといたしております。

第１部は、遠路お越しいただきました島根県教育魅力化特命官、岩本悠様に記念講演をお願いしております。
また、第２部は、岩本特命官にもご参加いただきまして、パネルディスカッションを予定しております。

地元からは嶺北高校振興会の会長さん、それから嶺北高校と窪川高校の生徒さんにも出演していただくこと
になっております。

こういったシンポジウムやセミナーは、今後とも私どもで継続していろいろ事業として予定を立てており
ます。その折にもぜひたくさんご参加いただきますように、よろしくお願いいたします。

非常に今日はこれから４時 40 分までの長丁場になりますが、最後までどうぞよろしくお願いいたしま
す。ありがとうございました。

 （司会）
それでは、基調講演のほうに移ってまいりたいと思います。
先ほどからお名前を申し上げておりますが、改めて岩本悠さんの簡単な略歴をご紹介させていただきます。
岩本悠さんは、東京都のお生まれでして、ソニーの人事部にいらっしゃるときに、島根県の海士町島前高

校に出前授業に行かれて、それで海士町に移住をされて、2006 年から地域との協働で高校の魅力化に従事
をされ、廃校の危機にあった島前高校の生徒数、クラスまで増やしてしまったという実践をされてきた方で
いらっしゃいます。今年度、2015 年度の昨年の４月からは、島根県の教育魅力化に携わる教育魅力化特命
官として、現在、島根県庁でご活躍をされていらっしゃいます。

それでは、岩本さん、よろしくお願いいたします。
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ただいまご紹介にあずかりました岩本悠です。今
日はどうぞよろしくお願いいたします。

今日いただいたお題は、この「教育力」というの
をキーワードにいただきまして、この「教育力」っ
て一体何なんだろうか。なかなか僕自身も耳慣れな
い言葉で、僕なりに考えてみました。「教育力」と
いうのは、一つは、学習力を高める行為というか、
テンポアップしながらやるものですけども、意図し
ながら働きかけるものですけれども、その結果、一
人一人がほんとの意味で学習力を高める。そういっ
たものでもあるのかなと思ってます。この場がぜひ
非常に高い学習力における学び合いの場に、今日一
日なったらいいなと思ってます。

その中で、学びにおいて非常に重要な要素は、問
題意識や目的意識を持って、意図を持ってこの場に
いるということと思っています。それは、学校の学
びにおいても大人の学びにおいても共通すると考え
てます。最初はここから入っていけたらいいかなと
思ってます。

私の今日の意図、「何のために、私は今日ここに
いるのか」。非常にシンプルな問いです。Why です
ね、Why。なぜ、何のために自分は今ここにいて、
これから数時間過ごそうとしているのか。何を得た
いのか、何をつくり出したいのか。ここから入って
いきたいと思います。これを全員語っていただくと
いうことをやっていきたいと思います。

一人３分ぐらいは語りたいと思うんですけども、
当然ここで一人ずつ語ったら、もうそれだけで時
間が終わっちゃうのでそんなことしませんが、この

後ペアになって語っていただきたいと思います。そ
の語りの型を少しだけ、今日ゲーム的に用意してみ
ました。現在・過去・未来・今日、こんな起承転結
で、私の今日のインテンション（意図）に関して語
るということをチャレンジしてみたいなと思いま
す。

 「現在」というのは、今、最近の話。例えば僕の
場合、この四つで起承転結の作文を簡単にしてみた
いと思います。「現在」、今の教育の魅力化というこ
とで、学校をより魅力的な教育の場に変えていきま
しょう、変革をしていきましょう、そんなことをさ
せてもらっています。島根県全体の学校でそういっ
たことを地域と一緒に引き出していこうと、そうい
うことをさせてもらっています。

そういうことをこの 10 年ぐらいさせてもらって
きたんですけども、６年ぐらい前だと思うんですけ
ども、高知県に来させていただきました。ほんとに
苦しくて困っていた、なかなかうまくいかないとい
うときに、嶺北高校も見に行かせていただきました
し、土佐市も行きましたし、黒潮町にも行かせてい
ただいて、たくさんいろんな地域から学ばせていた
だきました。

それで今があるわけですので、今後これからはこ
ういう学校と地域が一緒になって魅力ある教育を
やっていく、もしくは、ほんとに地域を元気にする
教育、将来の地域をつくり出していく、そういう人
づくりを地方創生がいわれる中の一つとして、新た
な地方創生の取り組みの視点として、全国に発信を
させていきたいと考えているところです。

　若者の流出を止める「教育力」

島根県教育魅力化特命官　 岩本　　悠　氏　

２基調講演
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そうした中で、今日はこういった機会をいただき
まして、６年前いろいろ学ばせていただいたもの
が、その後どうなったのかということのご報告や、
学ばせていただいたものに対して、また多少なりと
も何か恩返しができたらと思っていますし、今後、
各学校、各地域だけではなくて、全国的なリメイン
にしていくとか、地域をまたいだ連携とか協働の中
で、ある意味相乗効果で社会的なインパクトを与え
ていくとかいうことを考えたとき、島根県、高知県
一緒になってやれることなどを模索していきたい
と、そんな思い、願いを持って、今日この場にいさ
せていただいております。

そういったような感じで、最近という直近の話か
ら、そこに至る過去の話、そして未来の話があっ
て、それをつなぐ今日の意図というような流れです
ね。それぞれ自分のストーリーの中で、今日がどう
位置付いているのかということを語っていただけれ
ばなと思っています。

それでは、大変申し訳ないんですけども、全員ご
起立いただいてもよろしいでしょうか。今からペ
ア、二人組をつくっていただきたいと思うんですけ
ども、二人組の条件は知らない人と組んでいただけ
たらと思います。隣の人はよく知ってる人かもしれ
ませんが、多分周りを見回したらまだよく知らない
という方、しゃべったことがないという方がたく
さんいらっしゃると思いますので、そういった方

と「じゃあ、よろしくお願いします」と言って、イ
スとかをちょっと動かしてもらっても構いませんの
で、近くの前後とか左右とか横に座っていただい
て、イスを動かしたりとかして移動してもらって構
いません。

ペアができたら近くに座って、自己紹介、雑談を
しておいてください。これに関してはまだやらなく
てもいいです。１分ぐらいで全員が座り終わって、
ペアができて少し雑談して場が少しあったまって
る、そんな１分後になればと思います。よろしいで
しょうか。それでは、ぱっと知らない人とお二人組
になっていただければと思います。どうぞよろしく
お願いします。

 ● ● ●  ペア作り  ● ● ●

それでは、ペアでジャンケンをして勝ち負けを決
めてもらってよろしいでしょうか。よろしくお願い
します。最初はグー、ジャンケンポンで。

そしたら、ジャンケンで勝った方、手を挙げてい
ただいてよろしいでしょうか。それでは、ジャンケ
ンで勝った方が最初に、この「何のために、私は今
日ここにいるのか」をこの型を参考に、この型に縛
られる必要はありません。型破りで構いません。一
つの参考程度に、自分の今とか、そしてこれからど
んな問題意識持ってるのか、そしてこういうことを
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やっていきたい、そのために今日こんなことを学び
たい、こういう自分のストーリーにおいての今日の

「一体何のために、何を得たくて、何をつくり出す
ためにここにいるのか」ということを、これら参考
にしながら熱く語ってください。

熱く、何か人に誘われたからよく分からないけど
来ちゃいましたみたいな、それもきっかけとして
は全然オーケーなんですけども、それはあくまでも
きっかけで、ただ、今日ここにいる意図を明確に深
く持ちましょうということです。きっかけではなく
て、自分の意図をここで語るということです。

ジャンケンで負けた方、手を挙げていただけます
か。ジャンケンで負けた方、最初聞き役をやってい
ただきたいと思います。これ、語り役以上に聞き役
が重要なんです。聞き役の役割は、非常によく聞く
という役割です。今までの人生でこんなにも本気で
人の話をよく聞いたことないぞというぐらいの３分
間、相手に興味・関心を持って、笑顔でうなずきな
がら、相づちを打ったりしながら、多分知らない人
とペアになっているので気まずいはずなんです、ほ
んとは。居心地が悪いとか緊張感があるとか、でも
それを何とか苦笑いでごまかしてるとか、いろんな
ものがこの二人の間にあるはずなんですね。

それもすべて聞き役がちゃんと相手に敬意と興味
を持って、しっかり受け止めながら、受け入れな
がら聞いていくと自然と３分の間にそれが大分消え
て、居心地の悪さとか、それが消えていくはずで
す。聞き役がちゃんと、相手に興味・関心を抱きな
がらほんとにしっかり聞いていると、語り手は今頭
の中にそんなこと考えていなくても、聞き役の聞き
方に引き出されて、思ってもいない言葉とか思いが
あふれてくるとか、言葉がつむぎ出されてくる、そ
ういうことがありますので、聞き役がどれほどちゃ
んと、次、自分が何しゃべろうかなとかそんなこと
を考えるのではなく、３分間相手のためにしっかり
聞くということをやっていただけたらと思います。

相手が大体ちゃんと語り終えてしまった。まだ３
分に少し時間があるいうことで、可能であれば、聞
き役の方がその中で生まれてきた問い、質問を語り
手の方に「どうしてそう思われたんですか」とか、
質問される分にはオーケーです。質問も含めた聞き

方をして、気持ちよくやっていただければと思いま
す。

ということで、３分経ったら、「３分経ちました
ので、話し役と聞き役交代してください」と声をか
けますので、切りがいいところで話し役・聞き役交
代して、またちゃんと語る人は語る、聞く人は聞く
ということで、合計６分間いきたいと思います。

今バァーッと説明してしまいましたけど、ちょっ
と意味がよく分からなかったとか、もうちょっとこ
こ説明してくれないと入れないという方いれば手を
挙げていただきたい。大丈夫ですか。ペアは全員い
ますか。

それでは、まず話しやすいように姿勢とか向きと
か距離とか角度とか笑顔とか、ちょっとその辺をつ
くっていただいて、「よろしくお願いします」、気持
ちいいあいさつでいきたいと思います。それでは、
どうぞよろしくお願いします。

 ● ● ●  ペアで話  ● ● ●

それでは６分経ちましたので、お互いにどうか感
謝のお礼を述べて、席に戻っていただければと思い
ます。どうもありがとうございました。

話し足りなかった方は、落ち着いた場でまたつな
がりを深めてもらえたらと思います。

大体皆さん、意図が少し明確になった方もいれ
ば、大体こういうテーマでお話ししてくださいと
言っても、それと全く関係ないことを話すというの
がこういう場の定石ですので、半分以上の方は全く
関係ないことを話していたんじゃないかなというふ
うに聞こえてましたけども、いずれにしろ、先ほど
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やっていただいた聞き方なんかは、この後僕もお話
しさせていただきますけども、そのときもぜひこん
なにいい聞き方で人の話聞いたことないというよう
な形で聞いていただければ、こちらも話しやすくな
りますし、シンポジウム全体を通して、皆さんがほ
んとに来た目的や欲しいものが得られるような場に
全員でしていけたらと、いろんな質問の機会だとか
そういったものもあると思いますので、そういった
形で場を一緒につくれたらなと思いますのでよろし
くお願いします。

まず、この「教育力」ということで、若者の流出
を止めるということですけれども、私自身がかかわ
らせてもらってきた取り組みを紹介させていただき
ながら、どういうふうにしたらいいのか、当然僕自
身も試行錯誤の途中ですけども、それを一緒に考え
るきっかけにできたらと思いますのでよろしくお願
いいたします。

それでは、僕がこの高知県に学びに来させていた
だいた当時、６年ぐらい前ですけども、大体どんな
状況だったのか、ちょっとその紹介から入らせてい
ただきたいと思います。

当時、僕は島根県隠岐諸島の島前地域、三つの町
村でできている地域ですが、そこの地域にいまし
た。その地域はすごい勢いで人口減少・少子化が起
きていて、この三つの町村の合計、15 歳の人口の
グラフですけれども、どんどん子どもの数が減って
いってる、そういう事態になっていました。12 年
間で子どもの数が半分以下に減っていました。

子どもの数が減れば、当然その地域にある高校、
学校に入学する子どもの数も合わせて減っていっ
ていたというところです。この島前地域、島前３町
村には一つしか高校がない。島根県立隠岐島前高校
という高校でしたけども、その高校の生徒数が減っ
て、このままいくと児童対応のあれでつぶれていく
ね、再編になっていくねと、そういう状況が見えて
いました。

このまま何もしないと数年後、10 年もたないと
いう中で、地域というのはそこのあたりはどうなる
のかなということを考えてみると、これ海士町、そ
の島前地域の高校が建っている町の人口構成ですけ
ども、この 15 歳～ 19 歳、これみんな高校がなく

なれば当然ですけどもこの地域から出ていくと、ほ
かの地域の高校に通う。島前の場合、家から通う高
校ってありませんので、ほかのとこの下宿だとか寮
に入っていくということで、ここもみんないなくな
ります。

それだけじゃなくて、大体高校３年間、下宿は
もっと高いですけれども、寮生活送っても、卒業す
るまでに３年間どれくらい要るか、大体 350 万ぐ
らい掛かるということです。地元の地区の、子ども
二人とか三人とかいる保護者さんたちと話をする
と、よく言われるのが、「高校がなくなったらもう
この地域を出ています」、「ここでなかなか暮らして
いけない」と。「島根県の松江とかに出ていってそ
こで仕事見つけて、家から子どもたちを高校までは
通わせます」ということを言います。つまり高校が
なくなったら、この層がいなくなるだけではなく
て、この層の若い人たちが子どもと一緒にどんどん
流出していく。そういうことが起こっていくわけで
す。

この海士町の、この島前の地域の経営戦略全体ど
ういったものかを、簡単にいうと、新しい産業創
出、雇用創出に従って、この若い層に子どもたちと
一緒にＵターンとかＩターンで来てもらいたいとい
うことです。このへこんでいる方たちに来てもらっ
て、この人口構成をバランスよくさせていきたい。
それで地域をちゃんと残していきたい、継続してい
きたい。地域の文化や祭りごとを継承していきた
い。それが大きな戦略でやってましたけども、学校
がなくなれば、もう学校がないような地域に子ども
たちを連れてＵターンだとかＩターンで帰ってく
る。これ非常に考えがたいということになっていき
ます。

学校がなくなることで、どんどん先細りしていっ
て、地域全体が消滅へと向かっていく、もしくはそ
の消滅が加速をしていくということですので、学校
の存続自体が実はその地域の存続と非常に直結した
問題であるということが見えてきたわけです。意外
と学校はその地域の定住における、見えにくいけど
も中心になっている。気づきにくい中心になってい
るということが分かってきました。

それを裏づけるデータですが、データなんか見な
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くても大体、高校があるかないか、小学校がその地
域にあるかないかで人口の減少率が大きく違うとい
うような話だと思うんですね。やっぱり都市集落の
消滅要因とか、定住と移住要件なんかにはこの学校
というのはかなり高い割合で入ってきているという
ことですけども、そんな状況でした。

じゃあ一定地域や学校に目を向けてみると、地域
と距離が遠いというのは別に物理的な距離ではなく
て、非常に心理的な壁が高い。地域の方たちも小学
校とかは入りやすくて、高校といってもなかなか行
けませんね。島前高校の教員なんかも、高校が丘の
上にあったので、山から教員なんかは町に、里に下
りてこないというような言われ方をずっとされてま
したけども、非常に教員と地域の距離も遠かったで
すし、学校に地域の方たちが行くという機会もほと
んどない、情報等もない、そんな状況でした。

学校がこのままだと廃校になっていく、再編され
ていくということに対して、教員の当事者意識、こ
れは当時は低かった。ないといったら語弊がありま
すけど、低かったです。理由は、こういうへき地の
高校のように、教諭で地元出身が一人だけ、あとは
みんな遠くから単身赴任で来られていました。長く
て３年、早くて１年で入れ替わっていきます。管理
職は２年で替わっていきます。

そうしたときに、なかなか教員がこの学校を何と
かしたいと思いにくいわけですね。当然ですけど

も、生徒は何とかしたい、目の前の生徒を何とかし
たい。これはものすごい情熱を持ってやってます。
これは自信を持って言えるんですけども、生徒を何
とかしたいと思うけども、この学校が、１年後２年
後というより、もう５年後になくなると、それはも
う自分のビジネスではない、自分の仕事の範ちゅう
ではない。それはやっぱり興味・関心の範囲から出
ちゃってるわけですね、学校がどうなるか。まして
や、それが地域にどんな影響を与えるか。そんなこ
とは先生方の範ちゅうとしては認識されてなかった
わけですね。

行政といっても、地元の町村も、これ県立高校だ
からということでそれは県が考えることだと、私た
ちは町村だから小学校・中学校はやるけども県立は
全く話が違いますよということで、町村の行政なん
か、議員も含めてですね、当事者意識がほとんどあ
りませんでした。何とかしないとまずいよねぇぐら
い。自分たちがかかわるというような意識を持った
人なんかは実はほとんどいなかったです。

また、この高校、島前って三つの町村にまたがっ
て通ってるんですけども、この町村同士が意外と仲
が悪くなってまして、合併するしないみたいな話が
あったようでして、これ意外とうちらがこの地域の
中で一体何をやるとか、あっちがやってるからあま
り協力したくないとか、そういったことがあるわけ
ですね。高知県でもたくさん起きてるかなと思いま
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したけれど、今、そういうことがありますし、町村
と県ということの壁も非常に高いということで、誰
も当事者意識を持って、責任持って、もしくは覚悟
を持ってこれへ取り組もうという方がなかなか生ま
れにくい構造があったということです。

ただ、このまま座して死を待つわけにはいかない
ということで、問題意識を持った地域の方に僕は声
をかけられて、それでこの島に来てこのプロジェク
トにかかわり始めることになったというような状況
なんです。そのとき、地域の方たちとつくったのが

「魅力化プロジェクト」ということで、生徒が「行
きたい」、保護者が「行かせたい」、そして地域もこ
の学校、地域の宝だから「活かしていきたい」とそ
う思う「魅力」ある学校に変えていきましょう、み
んなでつくっていきましょう、こういうプロジェク
トでした。

その背景を思いとした、ここに学校存続の「危
機」。「危機」というのはそれが「好機」だと。ピン
チはチャンスだと。人の中には変わっていきたくな
い、変わりたくない、変化というものに対してもの
すごい抵抗感があるわけですね。じゃあその抵抗感
を乗り越えてでもってとこまで変わっていくとき、
その追い風になるものは何かというと、一つは「危
機感」なわけです。このままでは駄目だという危機
感は変革を後押しするわけですので、危機はあるも
の、危機は見えやすいもの、もしくは危機にさらさ
れているものというのは変わっていく、変革が起き
ていく、そういう非常にチャンスの時期であってポ
イントであるということで、この学校存続の危機を
地域創生のチャンスというふうに捉えてかかわって
いこうと。

まちづくりや人づくりにおいて高校なんてのは、
学校の教育もそうですけども、あんまり相手にさ
れてこなかったわけですね、まちづくりの文脈にお
いて。ましてや高校というのは全く相手にされてな
い。ここ、盲点ですね。逆に、転換というふうに捉
えようと。この地域の若者たちは、高校卒業時には
97％以上、地域外に出ていくと、進学、大学・専
門学校ありませんから、就職も含めて、高校を卒業
するとこの地域から出ていく。

最後の出口の３年間を握ってる地域の最高学府が

高校だったわけです。この最高学府の出口になって
る高校を拠点にすることで、今までの人の流れ、外
に行って帰ってこないという流れが変わる大切なポ
イントになるということで、これを拠点というふう
に捉えて取り組みを開始してる。

ただ、学校の現場を見てみると、当時、生徒数
が減って教職員の数が減ってました。教員の数は 3
年間で４割ぐらい減りました。学校は非常に多忙
で、何か新しいことをやるとか、もうそんなことで
きない。今までやってきたことさえ維持できない。
そういう状況に陥っていました。だから、学校に何
かやってくださいと言っても、動きたくても動けな
い。そういう状況でありました。

じゃあどうするのかということで、これは学校だ
けにお任せしてはいかん、学校だけに責任をなす
りつけちゃ駄目だと。これは学校だけの問題じゃな
く、地域全体の問題だというふうに捉えて、地域総
掛かりでこれを何とかしていくような推進母体、体
制をつくって、取り組みを始めるということで、学
校そして行政、教育委員会、議会、ＰＴＡとか民間
の地域の方たち、卒業生会等々を含めた会をつくっ
て、その中で本当にこれからどんな地域にしていき
たいのか。そのためにどんな人が必要なのか。その
ためにどんな教育が必要で、そのためにどんな学校
である必要があるのか。こういったことをずっと対
話の中で共通ビジョンをつくり出していきたいと、
そんな過程を踏みました。といったことが当時の状
況でした。

ずっと聞いていると何かお疲れになってくるかと
思いますので、当時、その協議会、学校と地域、一
緒にやれないか。例えばどんな協議体制で議論を進
めてきたかということを、今日皆さんにも一緒に考
えていけたらなと思います。

こういった例えばの例です。これからの地域の未
来を考えたとき、これからの地域を切り開いてい
く若者ってどんな若者なんだろうか。これからのこ
の地域に必要な若者、その若者が持っている資質や
能力は一体どんなものなんだろうかという、これか
らほんとに人づくりをうまくつくっていきたい、こ
のビジョンですね。そして、そういう若者を地域が
責任を持って育てていくとしたときに、どんな教育
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が、どんな経験やどんな活動を子どもたちもしくは
大人たちがしていくことで、そういった若者がこの
地域で育っていくのか、どんな教育が必要なのか、
こんなことを考えたりして話し合ったりしていきま
した。

では、もう一度、皆さんであればどう考えるの
か。ここでいう地域は、皆さんが考える地域で構い
ません。それは高知県かもしれないし、皆さんの
市、町かもしれないですし、もっと小さい範囲かも
しれない。それはどこでも構いません。皆さんが地
域だと思う場所、もしくはふるさとだと思う場所で
イメージしたときに、その地域の未来を切り開いて
いくためには、どんな若者がこれから必要になって
くると思いますか。そのような若者を育てていくに
は、どんな教育や活動、経験を子どもたちもしくは
若者たちに提供していくことで、そういった若者た
ちが育っていくと思いますかということです。

それでは、大変申し訳ありません。もう一度だけ
ご起立いただいてよろしいでしょうか。また、ペア
をつくり替えたいと思いますが、今度のペアはさっ
きとまたちょっと変えて、こういう機会がなかった
ら多分しゃべらないだろうという、自分と立場とか
状況とか既にもう持っている背景とか価値観とかが
恐らく違うだろうという方を選んで、ペアになって
いただけたらと思います。

若い方は年輩の方とか、男性の方は女性の方と
か、ちょっと異なる、こういう機会がなければ特に
自分から話しかけないとか、ペアになるということ
は一生ないだろうという方を周りで見つけて、二人
組になっていただいて、また簡単に自己紹介だけ
座ってしておいていただけたらと思います。

それでは、じゃあ１分ぐらいでつくってみてくだ
さい。よろしくお願いします。自分ではなかなか出
会わないであろう人と出会ってください。

 ● ● ●  ペア作り  ● ● ●

そしたら１分ほど経ちましたけど、あと１分ぐら
いでお互いの自己紹介を終えていただければと思い
ます。

 ● ● ●  ペア自己紹介  ● ● ●

それでは、今からペアでこのお題について対話を
していただけたらと思います。合計４分間取りま
すので、お互いそれぞれの考えを共有しながら、今
後の地域を考えたらこういう若者必要だよね。そし
て、そういう若者育てるにはこういう教育とか活動
とか経験が大事だよねというのを、お互いの考えを
共有しながら、これとこれはお互い共通するねみた
いなものがあれば、その共通するイメージとかを見
つけてもらえればいいと思いますし、異なるものが
あれば異なって構いませんが、お互いの考えを共有
して、これはすごいこれから大事だよねというもの
を対話の中でちょっと見出していただけたらと思い
ます。

４分ほど時間を取りたいと思います。進め方はペ
アにお任せしますので、一人がずっとしゃべって４
分が終わってしまったみたいな、そういうことだけ
はないように、最初に僕がしゃべります、じゃあ次
どうぞとかって、お互いが相手を聞き合いながら語
り合っていただけたらと思います。よろしいでしょ
うか。４分でお互いの思いをまず共有して、共通点
とか大事なポイントが見えたら、それを見つけてお
いてくださいということです。

それでは、話しやすい姿勢、体制、距離とか雰囲
気つくっていただいて、また気持ちいい笑顔のあい
さつで始めていきたいと思います。それでは、どう
ぞ４分間お願いします。

 ● ● ●  ペアでの話  ● ● ●
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では、ペアでどんな話が出たのか、全体で共有で
きたらなと思います。今日大学生が７人来てくれて
るということで、ちょっと２人前に出てもらえます
か。今から会場の皆様に、これから地域考えたらこ
んな若者が必要だ、そういった若者を育てるにはこ
んな教育とか活動が必要なんだという、皆さんの持
論を簡潔に語っていただきますので、要点、ポイン
トだけ、２人で手分けして書いていただければあり
がたいです。

それでは、ぜひ全体で共有いただけたらなと思い
ます。ポイントは、要点を簡潔にはっきり言って結
論だけ、こんな若者とかこんな資質・能力がこれか
ら重要なんだ、地域を考えたら、そのためにはこう
いう活動だ、こういう教育だ、こういう経験が必要
なんだという結論だけをです。これ理由とか、私は
小さいころそうだったんだみたいな話が入ると、そ
れだけでものすごい時間になりますので、それはも
うそれぞれで語っていただきたいと思いますので、
どんどんご意見をいただけたらと思います。

では、どなたからでも挙手でも言えるのかな。高
知県で通用するのかちょっと分からないんですけど
も、どうなんでしょうか。 

 （参加者１）
言わせていただきたいと思います。
窪川高校の浜田といいます。やはり自分の言葉で

語れる。

 （岩本）
あぁ自分の言葉で

 （参加者１）
ええ、自分の言葉で語れる、そういう若者を育て

ていくべきだと思います。

 （岩本）
はい。じゃあ、自分の言葉で語れる若者を育てる

ためにはどんな教育活動とかが重要でしょうか。

 （参加者１）
地域の中に、地域に対する熱い思いというのはも

ちろんですけども、私、高校ですので、教科の中で
も自分で問いを見つける、そういった訓練を普段の
中でしていくことが、地域の課題を見つけることに
なるんじゃないかなと。

 （岩本）
なるほど。授業の中で自分の問いを見つけていく

ような、そういった教育が必要だと。じゃあ、次。  

 （参加者２）
どういう若者かというと、まず地域のことを好き

な若者。

 （岩本）
地域のことを好きな若者、あぁ、いいですね。

 （参加者２）
それから、たくましい若者。

 （岩本）
たくましい。

 （参加者２）
そのためにどんな教育が必要かというと、やはり

その地域のことを好きになってもらうために、地域
の歴史とか祭りとかに参加してもらう、そういう教
育が必要だと。

 （岩本）
なるほど

 （参加者２）
それから、たくましい若者に育ってもらうために

は、いろんな多世代の年代と交流してもまれていく
だとか、そういう教育が必要ではないかということ
になりました。

 （岩本）
はい、ありがとうございます。いいですね。異年

齢、さまざまな交流、もまれる経験が必要だと。今
日、きっとそういう場に高校生たち、なればいいか
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なと。

 （参加者３）
どんな若者かというと、物怖じせずどんなことに

も積極的に行動できるような

 （岩本）
なるほど、まさにそういう感じですね。ペアで発

言できるなんてすばらしいじゃないですか。どうし
たらそんな若者が生み出せるのか。

 （参加者３）
一応何か学校とか教育という部分をおっしゃって

いたと思うんですけど、勉強というのを学問という
ふうにとらわれずに、もっともっといろいろなこと
を経験できるような活動に重点を置けるようになっ
たらなと。

 （岩本）
なるほど。ありがとうございます。じゃあ、どう

ぞよろしく。

 （参加者４）
いいですか。自己肯定感の高い若者。

 （岩本）
あぁ、自己肯定感の高い若者を育てたい。どうし

たら育てられるでしょう。

 （参加者４）
ありのままを無条件に肯定する教育。

 （岩本）
なるほど、ありのままを無条件に肯定するよう

な、そういった教育なり環境が重要だと。それ以外
で、はい、お願いします。

 （参加者５）
どんな若者かということで、例えばお年寄りだっ

たり自分の親だったり、周りの人を使いこなせる
ような若者ということで、そういう意味でどんな教

育が必要かということは、例えば起業であったり
とか、そういう自分で稼ぐ力をつけたりとかってい
う、自分で生きる力を持てるような教育が必要だと。

 （岩本）
なるほど、ありがとうございます。あと、これだ

けは言いたいとかっていう人。じゃあ、お願いしま
す。

 （参加者６）
その地域といってもなかなか限定されるところが

あるんですが、田舎のほうへ行くほど企業がないの
で、自分で物事を考えて行動するという、こういう
若者がいいと思うんです。

 （岩本）
なるほど。

 （参加者６）
そのためには、学校の先生ばっかり悪く言うん

じゃないですけど、サラリーマンなのでやっぱり組
織に使われてる立場なので、自分で判断して自分で
系統立てて行動していくのには、地域のそういう会
社の経営者とか、農業の経営者とか、自分でやって
る人に先生になって教育してもらう。今の教育学部
も現場へ行って習うといいと。

 （岩本）
なるほど、ありがとうございます。そしたら、い

ろいろ出ましたので。じゃあせっかく書いてくれ
たので、お二人がするのであれば、実はこんな若者
を目指してるんだとか、そのためにこんな学び方を
いつもやってるんだとかということがあれば。どう
ぞ。

 （学生１）
僕は創造力がある若者がい

いなと思ってます。というの
は、結局創造力ある若者で、
どんな教育が必要かという
と、やっぱりこの学校の学



― 13 ―

問というのは基本的に決まった形があるので、それ
をこう身につけ、学ぶというか、そういうのが多い
んですけど、そうじゃなくて、もっとこう機会的に
というかどんどん広げていくっていうことを、やっ
ぱり社会では求められる能力なんですけど、それが
高校までにないので、そういった創造性を広げてい
くっていうことを教育の中でもっと力を入れたらい
いかなと思っています。

 （岩本）
ありがとうございます。じゃあ、はい。

 （学生２）
私は、自分が今大学で学ぶ

若者としてのステップとし
てどんな能力が欲しいかとい
われると、やっぱり人としゃ
べってかかわる能力っていう

のが一番大事じゃないかなと思っていて、人としゃ
べれない、コミュニケーションがとれないとどうし
ても自分の世界っていうのは閉じてしまうので、こ
ういう機会もそうなんですけど、いろんな人と交流
する能力っていうのはすごくいいなと思っていま
す。

どんな教育がいいか。私は、自分が座って授業を
受けたり、座って黒板を見て文字を書くというのが
すごい苦手なタイプです。なので、こんなふうにこ
ういう講演会でもいろんな人と席立ってかかわって
だとか、地域協働学部に通っているので、実際に地
域に出て自分の身をもって体験することっていうの
がすごく、現場で学んでいくっていうのですごい自
分の力になってるなって感じているので、高校とか
でもそういう教育が増えていってくれたらなと思い
ます。

 （岩本）
ありがとうございました。じゃあ、それぞれの

方、ペアの方にお礼を言って、また席にお戻りくだ
さい。

地域協働学部っていいですね、何かまさにぴった
りな学生が入ってくるんですね。机にかじりつくよ

うな勉強は苦手だけども、地域でこうやって活動で
きるとかコミュニケーション、そういったのがほん
とにできる学生さんが育ってるなというのを今感じ
ましたし、あと、高知の方たちってすごいなと思っ
たのは、結構ちゃんと結論を明確に言っていただけ
てるんですね。恐らくほかの県とかでやると、大抵
いろんな理由だとか自分の経験談みたいなことをつ
いしゃべりだして、ポイントがよく分からないまま
に３分４分流れてしまってというのがよくあるんで
すけど、今回は全くそれがなく、しっかりポイント
を言っていただけたということで、今日来られてる
方たちのレベルの高さがまさに表れたなというふう
に感じました。ありがとうございます。

ちょっと今こういった形で出していただきまし
た。我々も２年間とかかけてこういった話し合いを
重ねながらいろいろ考えたんですけども、非常に共
通するものばかりだなと感じています。

では僕らは、その島前という場所でどういうふう
に考えて、それでどんな教育を実際にトライしてい
るのかということを最後ちょっと簡単に紹介をさせ
ていただいて、このセクションを終わりにしたいと
思います。そしたら少しだけ電気を落としてもらっ
ていいですか。

島前でこういった話し合い、まさにこういった会
を重ねていったんですけども、そのときどう考えた
かというと、まず地域のニーズとか現状とか、そし
て未来とかを考えました。地域の既存の産業がどん
どん衰退している、若い人たちどんどん出ていって
ると、そういった悪循環がぐるぐる回ってると公共
依存に絡め取られる。

こういった状況から、地域がこれから新しい産業
とか雇用を生み出していきたい。若い人たちがちゃ
んと住めるような、そして自立、協働できるよう
な、そういった地域にしていきたいとしたときに、
この今の悪循環から向かっていきたい好循環、未来
のこのギャップを埋めるにはどんな若者が必要なん
だろうか、どんな資質や能力が必要なんだろうかと
いうのを話し合った結果出てきたのが、地域で自ら
生業だとか事業を創り出せる人材がこれから必要だ
と。

そして 10 年後 20 年後を見据えたときに、地域
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起業家的精神と書いてますけど、地域で事を起こ
す、別に会社をおこすとかビジネスをやるとかいう
狭い意味だけではなくて、自ら事を起こしていく気
構えですね、地域をしっかり知っていて、地に足を
つけながら、もしくは地域のことを愛し、好きであ
る。かつグローバルな広い範囲で世界的な視野、も
しくは地域にいながら世界ともビジネスができる、
世界ともつながっていける、そういった発想とかを
持てるような人材がこれから地域でみんなでつくっ
ていける、そういった若者であると。こんなような
話し合いが出てきました。

具体的にいうと、若い人たちはどんどん外に出て
いって帰ってこないので、どうして帰らないのかと
いうのをいろいろ聞いていくと、仕事がないから帰
れない、帰りたい、地元のことが好きだ、でも仕事
がないから帰れない。大阪や東京へ行ったら仕事が
たくさんある、いい仕事がたくさんある、企業がい
い仕事もある、だからだと。これ、若い人たちも言
うし、地元へ残ってる人たちも言うわけですね、だ
から帰れないんだと。

こういう発想から、じゃあこういった若者を育て
ていったら、若者はどう変わっていくのか。どん
な言葉で語れるような若者が僕らのイメージなのか
というのを議論していった。仕事がないから帰れな
いのか。仕事が少ない、雇用も減っている、分かっ
てます。だからこそ、自分たちが帰ってきてやりた
いんですよと。仕事がないから帰れないのではなく
て、仕事をつくりに帰りたいんだ。自分たちへのオ
プションをつくっていきたい。仕事をつくっていき
たい。地域を元気にしていきたい。そういった厳し
い状況は知ってます。だから、自分たちは力をつけ
て帰ってきたいんですと。

そういう気概を持った若者を育てていかない限
り、誰かが雇用の場をつくってくれたら。ここで雇
用って、行政、農協、漁協、もしくは銀行とか新聞
社だとか、そういう安定したようなところのイメー
ジが今まで多かったですけども、地方でこれから先
もそういった安定した、公共的な雇用とかがどんど
ん増えていくような時代は、恐らくこの人口減少の
中で来ると信じている人はもうほとんどいないと思
います。これからは、誰かがやってくれれば帰れる

のになと言ってれば、そのいつかはもう来ないわけ
ですよね。そうではない、自分たちでつくるんだ
と。こういう気概を育てていかない限り、この右肩
下がりの時代、依存の循環からは抜け出せない。

じゃあ、そういった若者を育てていこうとしたと
きに、そこにかかわる大人もなるべく意識を変えて
いかなきゃいけないんじゃないかということを話し
ていました。その象徴的なものが、自分たちの持っ
てる地域観とかふるさと観自体を変えていく必要が
ある。20 世紀のふるさと観といったとき、「ふるさ
と」という歌、唱歌ですね、あれはちょうど今から
101 年前に当時の文部省が唱歌として作った歌で
すね、「兎追ひし彼の山」、あの歌です。ふるさとの
３番の歌詞は、「志を果たして　いつの日にか帰ら
ん」ですね。志を果たしていつの日にか帰る場所が
ふるさとだというふうに歌われた 100 年間だった
わけですね。

当時のふるさと観は、まさにこれだったわけです
ので、志を果たすのはどこか、中央、都だったわ
けですよね。地方の志ある者、意欲や能力がある者
は都へ行けと、中央集権行政を進めていた当時の時
代ですから、それをやってきたわけです。地方は、
どんどん意欲・能力のある若者を中央に送り出して
きたわけです。ふるさとというのは、志を果たし終
わった後に帰る、もしくは志半ばにして挫けたとき
に帰る、そういったような場所だというような認識
がどこかで、ずっとすり込まれてきたわけですね、
この 100 年間。

ふるさとで志を果たすとか、ふるさとで自己実現
する、ふるさとでチャレンジする、ふるさとで夢
をかなえる。こういうふるさと観というのは、この
100 年間なかなか日本人の中では語られてこなかっ
た、中央集権の中で。でも、もうそれを変えていか
なきゃいけないよね。今こういう時代になってる中
で、ふるさとでだって世界と勝負していける。こう
いう地域だっていける、もしくはふるさとだからこ
そできるやり方だってある。そういう時代が来てい
る中で、もう 100 年経った、もうこのふるさと観
を次の時代変えていかなきゃいけない。

それが何かといったら、21 世紀のふるさと観
は、志を果たしにいつの日にか帰る場所だというふ
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るさと観を持って、我々もかかわっていこうという
ことでやってます。僕ら、よくいろんな会が終わっ
た後に飲み会をやるわけです。そのときに、やっぱ
り「ふるさと」を歌うわけですね。そのときの歌詞
の３番は「志を果たしに　いつの日にか帰らん」ふ
るさとへ。

島前高校の卒業式はいつも 3 月 1 日です。卒業
式の日は、卒業生も来賓も保護者も在校生も全員含
めて、卒業式終わった後はその場で「ふるさと」の
大合唱。そのときの歌詞、３番は「志を果たしに　
いつの日にか帰らん」ふるさとへと言って卒業して
いく。こういうことをしながら、我々自身もそうで
すし、若者を含めて、ふるさと観をこれから変えて
いくということで歌い続けていっているということ
です。

そんなことをしながら、若者を育てていこうとい
うことをやってます。そのときの発想は、学校は教
職員の数も減って、施設も非常にぼろい、音楽室に
は楽器がない、理科室には実験道具がない、そうい
う学校です。ですが、地域全体を学校だというふう
に捉えると、いろんな施設があるじゃないか。そう
いったものをふんだんに活用しよう。教職員の人が
４割削減された。でも、地域を見たらいろんな保護
者の人たちたくさんいるじゃないか。そういった人
たちにも先生としてかかわってもらう。先ほどまさ
に出てましたけども、そういった発想で学びを捉え
直していこうということです。

先ほどの地域協働学部の学生さんも言われてまし
たけども、座学的な学びだけではなくて、実際の現
場に出ていって、地域づくり、まちづくりを高校生
とやっていく。その中で必要なことを学び取ってい
く、もしくは学んだことをちゃんと自分だけにとど
めず、ペーパーに落とすだけではなくて、実際の身
の回りや地域、社会の中で活用していく。この循環
が回るような学びをデザインしていこうということ
でやっています。

それで、地域とかと一緒になって、このカリキュ
ラムの中で位置づけていこうということで、机上
の空論、話し合いだけで、地域の課題はこうだ、だ
からこうしたらいい、そんな経緯で終わらないよう
に、まず現場でしっかり鍛えるということで、１年

生の家庭科とかいろんな授業があるんですけど、そ
ういった中で現場にどんどん出ていって、地域の厳
しい現状や魅力とか加味していく、そして聞いてい
く、かかわっていく、交流していく。

そういった中で、また地域以外で、その場所でい
ろんな活躍だとか生き方、働き方、課題解決の方
法、あり方を生み出していく方たちがいる。そう
いった方たちともロールモデルとたくさん出会いな
がら、じゃあ自分たちはこの地域で何ができるの
か。もしくは自分たちの興味を持ったこの課題に対
して、自分たちはどういうプロジェクトができるん
だろうかということで、プロジェクトをつくって、
課題解決を実践していくと。

その過程の中で、２年生全員が地域の方たちのご
支援を多大にいただきながら、この地域、３町村
の高校２年生、島前高校２年生を全員シンガポール
に行かせてもらうということで、シンガポールも島
ですので、この島前地域と全く真逆の価値観で、真
逆の開発を進めてる島にあえて全員を若いころに体
験できるようにすると。全く異なる価値観や文化に
彼らが浸ることによって、今いるこの場所の価値や
魅力や課題みたいなものを客観的に、また相対的に
感じられるような機会をつくっていくということで
やってますし、シンガポールの東大みたいなところ
があるんですけども、そういったところで生徒たち
が、中学校の段階では日本語で、高校生になれば今
度英語を学んでますので、英語で向こうの大学の学
生とかに自分たちの地域のプレゼンテーションだと
かやっているプロジェクトを提案して、それに対し
てさまざまな意見などをもらって、その自分たちの
興味があるテーマの現場にフィールドワークで行っ
たりしながら帰ってくる。

そんなことをやりながら、じゃあ自分たちの地
域、どうやって海外にもその魅力を発信してインバ
ウンドの観光ができるのだろうかとか、この地域の
エネルギーの自給率を高めていくためにどういった
仕組みが必要なのだろうか、それを海外の企業とか
フィンランドとか、そういったところの事例とかい
ろいろ調べたり、話聞いたりしながら、上級生に提
案していくだとか、それから観光ツアーとか自分た
ちで企画して実現していくとか、そんなことを授業
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の中でやったり、部活を通してやったりということ
で、さまざまな時間を使って活動していくというこ
とをやっていってます。そういった中で、高校生だ
けでなく地域の方たちも一緒になって、地域の方た
ちに助けてもらいながら一緒にさせてもらいながら
進んでいっているというところです。

あとは、学校だけでこういうことを全部やってく
ださいと言っても、学校も先ほども言いましたが、
教職員非常に多忙なので、全部抱え込むというのは
非常にきつい。じゃあ地域ができることは地域でや
ろうということで、21 世紀型の新たな寺子屋とい
うものを立ち上げて、公立塾「学習センター」とい
う形でやってます。これは学校の授業に対して、そ
の予習・復習もそうですし、学校の授業になかなか
ついていけない子たちなんかには、もうちょっと中
学校と小学校をつなぐようなところから学び直しが
できるようにするとか、もっともっと高いレベルで
学びたいと、もっと高いレベルの大学だとか、そう
いったものを目指している子にはそのレベルの学び
ができるような環境をつくるとか、そうすると学校
と寺子屋で相乗効果を発揮するような仕組みをつく
りながら、地域の課題解決に取り組んでいく、そう
いったプロジェクト型の学習、そういったゼミ活動
などもやりながら進めていっています。

最後に、よくこういった地域の変革のとき、若者
たちそしてその世代の課題というのを結構見たり、
聞いたりしているんですけれども、生まれ育ったと
きからずっと同じような人間関係で育ってきますの
で、人間関係は固定化していて、価値観もかなり同
質化していくと。で、序列みたいな、いつもあいつ
が１番、自分は３番とか、序列化が起きている。そ
ういう中でなかなか刺激や競争が起きにくい。多様
な異なる価値観を持った人たちと協働していくとい
うことが、そういった態度やスキルができない。

何か異なるものは悪いものだとか、よそ者を排除
しようとか、新しい考えをなかなか受け入れられな
い。そういった形になりがちになってくる。クリエ
イティブな発想とか広い視野で物事を見ることがで
きず、今までこうだったからこうなんだというふう
になりがちだと。自立心やチャレンジ精神が強い子
どもたち、若者たちほど、こんなところにいたら自

分は伸びない、面白くない、つぶされる。だから、
もっと都会に行けば、もっとチャレンジできる、
もっと自由にやれる。ここにいたら、いつもそう
いった、何だあいつとか、いい格好してとかいろん
なこと言われてできない、刺激や競争がないという
ことで、チャレンジ精神ある若者ほど都会に出てい
く、都市に出ていくと、こういったことが起きてい
たわけです。

こういった構造を変えられないかというので始め
たのが、じゃあ逆に、全国からここに意志ある脱藩
生を募集しようということで、今まで外に出ていた
けど、脱藩生来いと。イノベーターとかチャレンジ
精神あるやつはここに集まれと。まちづくりのポイ
ントでよく言われるのは、よそ者、若者、ばか者で
すね。それを教育の現場にも引き込んでいくという
ことで、学校の中に多様性を引き込んで、多様な子
たちがいろいろぶつかり合いながら、溝だとかけん
かとか人間関係のいろんなものを経験しながら、３
年間そういう場所で大変な思いをしながら、ほんと
に異なる価値観を持った人たちとどうやって一緒に
協働していくのかということを、身を持って学べる
ような教育環境をつくろうというので始めたのがこ
の島留学という制度です。

寮なんかも地方のほうが建てて全人教育をやって
いこうということで今やっていますし、外部から来
てもらった島留学の生徒さんには、島親さんという
ことで地域の方たちが親代わりみたいな形で、平日
は大体寮にいますが、例えば休日だとかに遊びに行
かせてもらうとか、夏休みとかそういった期間に交
流に行かせてもらってとか、そのような形で地域の
ほかの学びを持てるような機会をつくっていこう。
できればここを第２のふるさとにしてもらいたいと
いう思いを持ちながら、島親さんになってもらって
います。

そういったプロジェクトを当時始めて、それから
高校の生徒数自体が急激に増えていって、学級数
も増えて、生徒数も増えて、教職員の数も増えて、
部活もできるようになってということで、どんどん
学校の状況が変わってきて、今４割ぐらい県外から
入学ということで、島根県の推薦入試の倍率でいう
と、島前高校が県内で倍率が一番高いというような
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状況になってきているというところです。そういっ
た学習の中で、学生たちの学ぶ意欲だとか、進路に
関する女性の意識なんかも変わってきて進学してい
くような、大学なんかも少しずつ変化が起きている
ということです。どこの大学に行ったかということ
はあまり大切なことではないと思いますけども、そ
れよりも巣立っていった卒業生たちの意識なんかは
やっぱり変わってきているかなと感じています。

今日はたまたま卒業生が高知大学の地域協働学部
の１年生ということで来てくれていると、ちょっと
前に出てきてもらっていいですか。せっかく来てく
れてますんで、卒業生どんな感じかという、あと、
僕は今いい話ばっかりしてましたので、実際高校生
で３年間過ごしてどうだったかみたいなところも
ちょっと聞いてみたいと思います。

では、明るくしてもらっていいですか。
どうぞ、簡単に１分ぐらいで自己紹介をお願いし

ます。

 （古川）
こんにちは。古川森と申します。私の出身は千葉

県ですが、14 年間過ごした千葉県で、高校入学と
同時に今までご紹介があった島根県の隠岐島前高等
学校というところで３年間過ごして、そこでいろい
ろ学んだうえでもっと自分の学びを深めていきたい
と思い、今、高知大学の地域協働学部というところ
に所属しております。

 （岩本）
これで多分皆さん思ったのは、何でそもそも千葉

から島根県まで、そんな流人が流されるような島に
流されたのか。そういうことを聞きたいんだと思う
ので、まず何でまず島前高校を選んだのか、そこら
辺の目的意識とか何かあれば、話してもらえれば。  

 （古川）
少し後付けになるかもしれないんですけれども、

まず島前高校というものの場所を与えてくれたの
が私の母で、どうせ高校に行くなら面白い学校に行
けっていうのを、私が進路で悩んでるときに母が
言った言葉だったんですね。

そのときに、母が高校を調べてるときに、「ヒト
ツナギ」が中止になりましたっていうのがネットの
一番下ら辺に出てたらしくて、これ何だろうと思っ
てクリックしたときに隠岐島前高等学校っていうの
が出たらしくて、そこで島留学っていうのがあっ
て、そこでどんどん母が見ていく中で、これは面白
いと思ったそうで、それを私に提供してくれたんで
すけど、私はもちろんそのときには、千葉には友だ
ちも家族もいるし、そこから出る気なんて全くな
かったんですね。

そこで千葉県の中の高校をずっと探してたんです
けども、どうしてもやっぱり偏差値だけしか変わら
なくて、ここだから行きたいっていう高校が自分の
中にはなかったので、じゃあやっぱり自分のレベル
に合う高校をやるならっていうことになって、そこ
で目指してたんですけれども、そこでじゃあせっか
くだからオープンキャンパスに行ってみようかって
いうので、ほんとにせっかくだからっていう思いで
自分はオープンキャンパスに参加させてもらったん
ですけども、そこで悠さんの話を聞いたりだとか、
その島の自然とか見ている中で、自分の気持ちに少
しずつ変化があって、そのよく分からないもやもや
とした気持ちを持って千葉県に帰ったときに、母と
一緒に模造紙をああやって、千葉の高校に行くのと
島の高校へ行くのどっちが大きいんだろうというの
を一夜母と語り合ったんですよ。

それすごく大きかったなと思って、今でも宝物に
してる模造紙なんですけども、そこでやったとき
に、何かすごく自分の未来が見えたのがこの島の高
校で、やりたいことができるのと何かワクワクする
のどっちだろうと思ったときにすごく大きかったの
が島の高校だったので、じゃあその３年間、自分に
とって一番大きいものを得られるのってどっちなん
だろう、どっちが挑戦できるんだろうと思ったとき
に、島の高校だなというのがすごく自分の中にあっ
たので、それでもうこの島に入学することを目標と
して、受験して来ました。

 （岩本）
初めて聞きました。そうだったんですね。じゃあ

実際、島前へ来て３年間過ごしてどうでした。こう
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いう部分は、自分はすごい良かったな。これはすご
いイメージしてたものと違ってすごいギャップだっ
たなとか、そこら辺、いい面も悪い面もどんどん感
じたままを紹介いただけたら。

 （古川）
まず最初に少し悪い面を言おうかなと思うんです

けども、さっき寮とか紹介があったと思うんですけ
ども、私はその島の外から来たんですけども、母と
一緒に島に移住して、寮に住むんじゃなくて、島の
１人の住民としてその３年間を過ごすことを決めた
んですけども、その島に留学生として来ているにも
かかわらず、その住民としているっていう中で、そ
の島の中の子たちはもともとちっちゃい頃から一緒
に積み重ねてきたきずながある中で、そこに１人が
入っていくっていったところで、自分に何か距離が
あるなというのをすごく感じていて、１年間何かと
ても自分がどっちのポジションにも入れないという
ところにつらさを感じた１年間だなと思っていて、
それこそ何でこんなところに来ちゃったんだろうと
か、島流しをされた感がほんとにあって、正直１年
終わったときに、帰りたいって母に伝えたことも
あったんですけども、でもそのときに、じゃあそこ
で頑張ろうってちゃんと踏みとどめることができた
のはこの環境だからだと思っていて、その学びが学
校だけじゃなくて、学校の外にもあるというところ
で、自分は踏みとどめることができたんだなと思っ
ています。

それは、自分が今まで地域に出ていってなかった
のが、高校１年間でどうしても友だちとかかわるこ
とだけに思っていたので、なかなかその島の良さに
気づけなかったんですけども、２年になって初めて
自分がその島の外のいろんな企業に行ったりとか、
あと町長のもとに行ったりだとか、いろんな島の人
とのつながりを持つ中で、自分がどんどん開けてい
く感じがして、初めて自分が将来のことを考え始め
たりだとか、目標を持つと明確に決めてみようと
か、自分を知るということができた、高校３年間で
できたんじゃないかなと思っています。

 （岩本）
ちなみに今の話とちょっとつながるかもしれない

けど、３年間でこういうのがすごい振り返って変
わったなとか、この高校３年間で大きく変わった点
とか、何か自分の中でこれは得られたなとか、もし
そういったものが何かあれば。

 （古川）
すごく変わったなと思うのが、今すごく緊張はし

てるんですけども、人前に出ることを楽しむことが
できるようになったなというのはすごく思います。
それは島前高校にいて、いろんな授業でアウトプッ
トをするのがすごくたくさんあったなぁと思ってい
て、自分の考えだとか相手の考えをちゃんと自分の
中で吸収して、ちゃんとそれを相手にまた伝え直
すっていうのがすごくあったからこそ、人の前に出
ること、前に出てみんなに表現したりとか伝えたり
することが、それによっていろんなつながりが増え
ていったりとか、自分自体がすごく広がっていくっ
ていうことにすごく楽しみを覚えることができるよ
うになりました。

 （岩本）
なるほどね。ちなみに、ちょっと難しい質問かも

しれないけど、３年間その島前で過ごして、島前と
いう地域は吉川さんにとって今どんなものなのとい
うか、島前を出て高知に来てるんだけども、今の吉
川さんからすると島前をどういうものに感じるのと
いう、非常にちょっと抽象的な気がしますけど、ど
んな感覚なんですか。千葉でも島前でも学んだ、そ
して今高知にいる中で、どうなんですか、その３年
間学んだ場所っていうのは。

 （古川）
まず一つ言えるのは、自分のふるさとかなという

のを思っていて、自分が生まれたのは千葉県だけど
も、なかなか 14 年間住んできた千葉県をふるさと
だって言ってきたことはなくて、それで３年間過ご
した海士町をふるさとだって何だか言えるのがすご
くあって、そこからちょっと離れるんですけども、
じゃあなぜ千葉県のことはふるさとだと言えないん
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だろうと思ったときに、それは自分が地域のことを
知らないからだなと思っていて、だからもっと千葉
県を知っていきたいなという気持ちがまず一つ生ま
れているなというのがあったりとか、あと、今すご
くこの海士町をうらやましく思います。後輩とか、
何か自分が卒業してからさらにどんどんこの島がレ
ベルアップしていって、ちょっと自分から遠い存在
に思えているところがあるんですけども。

 （岩本）
まだ１年も経ってないのに。

 （古川）
はい。すごくうらやましいところがあるんですけ

ど、すごく格好いい大人たちがこの島にいるので、
その人たちのもとでがっちりと学ぶことができてい
る後輩たちがすごくうらやましいなと思っていて、
だからこそ、自分も、あぁいいなだけじゃなくて、
今この高知大学に来ている目的でもあるんですけれ
ども、自分が伝えていくことのできる格好いい大人
の１人になって、この島とまたつながりを深めてい
きたいなっていうのがすごくあります。

 （岩本）
これ、最後の部分につながりますけど、今後はこ

んなことを考えているとか、今後の未来のビジョン

とか、もし今思ってるものが何かあれば、どんなも
んなんですか。

 （古川）
私もすごく、今ここの大学２年生になる一歩手前

のところに来て、卒業後をどういう方向性でいく
のかっていうのをすごく今迷ってるとこなんですけ
ども、ちょっとぼやっと考えているのが、まず１個
は、地域っていうキーワードを自分は持って今まで
学んできたところがあるんですけれども、今この地
域っていうキーワードに縛られなくてもいいのかな
と思っていて、このキーワードを１回捨てて、まず
２学年過ごしてみようかなって思ったりしている部
分があるのと、あと、もう１個は、いずれ島に帰っ
て何か恩返しをしたいっていう思いもあったんです
けれども、帰ってじゃなくて、また自分も例えば高
知にいて、島とのつながりがあることによって、そ
の間を何かコネクトしていくことができればなって
いろいろ考えたりとか、ちょっとぼやっとしてるん
ですけど、そんなことを考えています。

 （岩本）
突然出てきてもらっていろいろ質問してしまいま

した。ありがとうございました。
ということで、古川さんの場合は、ほかの多くの

大体の島留学に来る生徒は寮に入って生活するんで
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す。お母さんと一緒に来られてですよね、古川さん
は高知に来たんだけども、お母さんはまだ海士町に
そのままいて活躍をされてますけれども、というこ
とで、その地元の子たちのコミュニティってのが高
校１年生のときにある。県外とかから来て寮に入る
子たちは寮でまずかたまりみたいにできてくる。そ
こで、内の人と外の人みたいな溝ができたりとかし
て、これを３年間でつながっていくみたいなとか、
まちづくりによって地元の人とＩターンとか融合と
か連携協働の仕組みみたいな形で、そういったドラ
マが起こるんですけども、古川さんの場合、まさに
その間に立って、寮のほうでもない、そして地元、
かといってそこでもないみたいな形のまさにその間
をつなぐような、ちょっと島前でも非常に珍しい、
すばらしいポジションを体験していたのかなと思い
ますけども。

というような話で、いろんな卒業生が出てきてく
れてます。最後、古川さんが言ってくれた、全員
が全員この地域に帰ってきて何かしてほしいってい
うことなんかは、心の底で思ってる人たちはたくさ
んいます。僕も結構そうなんですけども、ただ、そ
れは強要するものでもないし、別に自分のほんとに
いたい場所でやりたいことをやりながら、でも、何
らかの形でこことつながってかかわってもらえたり
とかすると非常にうれしいなと思いながらやってま
す。

地元に帰るだけが地域貢献の形でもないですし、
いろんなことで活躍してもらうことで、ほかの地域
ともつながっていきますということで、今日、古川
さんがいたということが実は今回一番うれしかった
ことなんですが。そういった卒業生なんかもいろん
な形でいます。地元の卒業生などの声も、ほんとは
ぜひ聞いていただきたかったなと思います。

こういった高校魅力化の活動をしながら、海士町
2,300 人ぐらいの人口ですけれども、子どもが増え
たりとかしながら、100 人ぐらい人口がこの取り組
みで増えていたりとか、生まれてくる子どもの数、
出生数なんかもこの数年ずっと増えているというよ
うな形で、保育園も一つしかないんですけども、こ
の町に、子どもの数が増えたことで保育園も足りな
いということで、増床増床という形で保育園をどん

どん増やしながら、何とか子どもたちの数に保育園
を追いつかせようということでやってるという、そ
んな状況です。最近はグローカル教育というのを大
きくテーマにしながら、地域の中で世界とつながっ
ていくということとかに取り組んでいっています。

最後にまとめですけれども、僕らがずっと意識し
ながらやってきたことを要約すると、何がポイン
トだったのかというと、今までは学校がどうしても
教育を標準化していく中で、やっぱり都市部に出て
いった方が、市街地のほうが教育のチャンスがたく
さんある。だから、ここにいると不利だ、格差があ
る、そういう問題意識が非常にあった。じゃあ地域
で何をやっていたかというと、都会の担い手を育て
て、よし都会で頑張ってこいというふうに送り出し
ていたということで、どこかで都市部に貢献しなが
ら、市街地とか都会との差に苦しみながら、何とか
この差を埋めていけないかと、このことを考えなが
らやっていた。

でも、やってもやっても、その差が埋まらないわ
けですね。都市部みたいな形の教育なんかできるわ
けがない。そういう中で若者、子どもたちがどんど
ん流出していく。そして後継者不足、そして誇りも
喪失していく。こういった悪循環の中で、地域が人
口減少、少子高齢化になって、若者の流出を促進す
ることに教育も加担をしてずっとやってきたのがこ
の 100 年間ということでした。

このスパイラルを構造自体変えていこうと。どう
やって変えていくのか。こういった何かといったと
きに教育の魅力化、この地域だからこその魅力ある
教育をやっていこうと。どこかと同じだとか、都会
並みにということだけではなくて、ここだからこそ
できるんだというものをやっていく。そして、都会
の担い手を育てるのではなくて、ちゃんとこういっ
た地域からでも世界と勝負していける、つながって
いける、かかわっていける、そういった子どもたち
を育てていこう。

そして、こういった場所で子育てをしたい、こう
いった場所で学びたいというような教育の力を高め
ていくことで、地方に対する留学だとか教育移住を
引き起こしていこうということです。そういったこ
とを通して、意欲のある若者たち、子どもたちが増
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えて、誇りを生み出し、地域をさらに元気にしてい
く。そしてまた、地域の教育力を高めて、学校の教
育の魅力化につなげていくと。そんな逆流を引き起
こしていこうということで取り組んできたのが、こ
の高校の魅力化という形でやっていますと、やって
きましたということです。今こういった動きをこの
島前という地域だけでなく、いま島根県全体に広め
ようと、それを全国の地域なんかとも一緒にやって
いこうというような動きをさせていただいていると
いうことです。

大変長くなりましたけども、一旦ここでこちらか
らの話、事例の紹介を終わりにさせていただきたい
と思います。最後までご清聴いただきまして、ほん
とにありがとうございました。

 （司会）
岩本さん、大変ありがとうございます。予定の時

間にまだ少し余裕がありますので、今ここで聞きた
いという方いらっしゃいましたら、どなたかお願い
します。

 （参加者７）
お話ありがとうございました。一つ聞きたいの

は、ソニーにおられて、学校に授業で行かれたとき
にどういう問題意識を感じて、海士町に行かれたの
かなというところをもう少しお伺いできればなと思
うんですけど。

 （岩本）
呼んでもらって出前授業に行ったときは別に問題

意識はなく、呼んでもらったから、自分のライフ
ワークとして、呼んでいただいた学校とか大学なん
かではワークショップとか出前授業させてもらって
いたので、時間の都合がつく範囲で。それの一つと
して、自分の社会貢献の活動、個人的な活動として
行かせてもらいました。ただ、そこで、地域の方た
ちと夜終わった後に飲みながら、この町の学校はも
うつぶれそうだと、どうしたらいいかみたいな、地
域の方たちに問題意識を持ってる人がいて、この高
校がつぶれたら、この地域は中長期的に見たらほん
とにつぶれていくと。何とかしたいんだ、でも、ど

うしていいか分からないんだ。あれ県立高校だか
ら、なかなか手出しができないとか、そういった思
いや何かを持ってる人たちがいて、じゃあ、ああし
たらいいんじゃないか、こうしたらいいんじゃない
かというのを飲みながら語っていた中で、あっ、そ
れ面白いね、それこっち来てやってくんないみたい
な話になって、それで何を間違えたのか、行くこと
になってしまったんだけども。

そのときの行った理由というのは、一つはやっぱ
りその問題意識を持ってる地域の方たちがいた。
その思いに非常に共感したとか、こういう人たちと
だったら一緒にやりたいと。もしくはこの人たちの
ために、何か自分が役に立てるんだったらやりたい
と、そう思えるような魅力ある大人たちがいたとい
うのが一つです。

僕の問題意識は何だったかというと、こういう
超人口減少とか、超少子高齢化、高齢化率大体
39.8％ぐらいでした。財政難でもありました。こ
れはまさに日本の縮図だなと思ったわけですね。日
本全体の高齢化率とか、高知県の高齢化率よりもさ
らに先を行っていると。財政難なんかも、財政状況
も非常に悪かった。これは全国のトップランナーだ
と。ここで起きてるこういった状況が、この先 10
年後 20 年後どんどん日本全国で引き起こされてい
くと。

そうした中で、未来の最前線でいま闘えるチャン
スだと。ここで変われれば、日本の未来は変わる
可能性がある。こういう人口減少、少子化の中、ど
うやって教育とか人づくりとか、学校から地域の未
来を変えていけるんだろうかと。ここで小さいけど
も、縮図、箱庭みたいなところで新しいシステムだ
とか取り組みのモデルを生み出すことで、これから
日本の多くの地域が直面していく課題に対する一つ
の希望だとか、新しいソリューションをここで生み
出すことで、日本全体の未来に貢献できるんじゃな
いかというような、そういう問題意識を持って、そ
れで 10 年前に行って取り組みをさせてもらいなが
ら、だんだんその原型みたいなものができてきて、
じゃあ次はそれをスケールアウトしながら、どうそ
れを全体のシステムにつなげていくのかと。

あそこだからできたんでしょとか、あの人がいた
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からできたんでしょとか、島だからできたんでしょ
とか、いろんな言い訳ができるわけですね、言い訳
したい人は。そうじゃないんだという形で、それを
僕がいなくても回ってるとか、これ離島じゃなくて
もできてますよとか、もしくは何かシステムとして
そういうものが動いているんだというようなものを
ちゃんとつくる中で、大きなシステムチェンジにつ
なげていくというのが今の僕の問題意識のベースと
して、それで今島根県という立場でさせてもらって
いるというところです。

 （司会）
それでは、大体予定の時間になりましたので、一

旦ここで休憩を挟んで、２時 50 分から再開をした
いと思います。その間に質問があれば書いていただ
いて、質問票は回収いたします。それでは、一旦こ
こで休憩にさせていただきます。
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魅力ある教育で魅力ある人と地域と未来をつくる

教育力×地域力
隠岐島前高校魅力化プロジェクトの事例から考える
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激減

人

地域から学校がなくなると・・・

若い家族の流出、ＵＩターン率低下・人口減少加速

＊学校の存続は地域の存続に直結

まち・ひとづくりの

盲点
まち・ひとづくりの

拠点

学校存続の

危機
教育改革の

好機

魅力化プロジェクト始動

生徒が「行きたい」、保護者が「行かせたい」、
地域も「活かしたい」と思う、『魅力』ある学校づくりを目指す

教職員数の不足と多忙・負担感
（当時の島前高校の状況）

●学級減（Ｈ17-20）で教員約４割が削減 （19人→12人）

●実習助手、図書館司書も消え、図書館には鍵

●教員が専門以外の科目も教えており、進学に不利

●物理が履修できず、理系進学はできない

●少人数で大規模校と同じ分掌をこなし更に多忙

教育力の維持も困難
「学校だけで今以上に何かやるのは無理」

課題

役員 島前3町村の 町村長、議長、教育長、総務課長、

3中学校校長、高校校長、ＰＴＡ会長、 OB/OG会長等

指標
（ＫＰＩ）

1.島前地域内からの入学率増

2.島前地域外からの入学数増

地域との協働による推進母体と共通ビジョンづくり

隠岐島前高等学校の魅力化と永遠の発展の会（魅力化の会）

学校と地域の協働でビジョンを策定
地域を巻き込んだ推進体制の構築へ
コーディネーターを校内に配置

観光

教育・子育て

科学・研究

農業･漁業･

林業・畜産業

歴史･芸能

自然･環境

医療

文化･

暮らし

福祉

ものづくり

商業・経営

地
域
全
体
が
「学
校
」、
住
民
も
「先
生
」。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
グ
ロ
ー
カ
ル
に
学
ぶ
。

行政・政治

地域の「先生」で足りない部分は国内外ともつなぎ、
クラウド上の教育コンテンツ等も活用する。
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重要課題の宝庫
未来への最前線

超人口減少

超少子高齢化

人・物・金がない

課題解決学習には最適な環境

ここでの学びは日本の未来を切り拓く力となる

教育資源

学習
（知識・技能習得）

行動
（課題解決・実践）

×

学んだことを活用し、実践から学ぶ

自己成長と地域社会貢献の循環

人づくり 地域づくり

学校と地域社会を結びつける知行合一の学び
総合学習、各教科や部活動、生徒会、学校行事、
土曜日、寮、公立塾等も活用

実
際
に
育
て
、
採
っ
て
、
食
べ
る
。

地
域
の
課
題
の
解
決
策
を
企
画
し
、
実
践
す
る
。国際交流スタッフやICTを活用した世界ともつながる学び。

学力分布

0

5

10

15

20

27.5- 32.5- 37.5- 42.5- 47.5- 52.5- 57.5- 62.5- 67.5-

人数
（人）

偏差値得点

僻地の高校の特徴（イメージ）

A高校 B高校 C高校

僻地の高校

学力分布

僻地の学校は幅広い学力や進路への対応が必要
しかし、教員数も少なく、民間教育もなく不能。
経済力が豊かな家庭の子どもほど市街地へ

課題

21世紀型寺子屋（公民家？）

学校地域協働型公立塾「隠岐國学習センター」

自立学習・プロジェクト学習で学校との相乗効果創出

個人の志望進路に向けた学習
→個別教材

基礎学力･学習習慣の定着
→中学校などの教材を用いた学びなおし

予習（宿題）
→学校教材

復習（宿題）
→学校教材

学校

授業＋補習

学力

高

中

低

学校と放課後・土曜学習支援（寺子屋・公立塾等）の協働例

地域の子ども・若者の傾向

関係性の固定化
価値観の同質化
刺激や競争の欠如

多文化協働力の不足

広い視野・創造性の不足

チャレンジ精神の不足

課題

全国から意志ある脱藩生を募集
地域志向や意欲・能力の高い多彩な生徒を対象

「異文化・多様性」を持ち込み活性化

未来を創る

寮を活用した全人教育
島家の創設⇒交流と暮らしからの学び場・教育寮

島親の活用⇒子どもと地域をつなぐ・住民の教育参画を促す
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人

島前高校の生徒数の推移

70

90

110

130

150

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

生徒増・学級増・教職員増・活力増…
人口減少・超少子高齢化の中でも

魅力的な教育環境があれば子どもが増える

東京・京都・ドバイなど4割は県
外からの入学。平成27年度推
薦入試は県内最高倍率に。

人 海士町の人口変化（３月末時点）

教育魅力化で子どもや若い家族が増える
島留学・教育移住等も含めて出生数・若年層が増加へ

出生

島根大学に地域教育魅力化センター設置
今春より教育魅力化のリーダー養成コース開講

地元に残す

地元指向
世界も見せる

グローカル志向

地域からの

出口
地域人財育成の

要所

高校におけるポイント

大人だけでの
学校魅力化

生徒・大人協働の
学校魅力化

教育魅力化とは？

②魅力ある学校づくり
◆地域と協働した魅力ある学校づくり

＊AL、総合学習、地域系部活、生徒会、ICT、寺子屋・公立塾、寮など

③魅力ある地域づくり
◆住民総活躍に向けた子ども・生徒参画型地域づくり
◆ 「地方留学」及び「教育移住」（子育て世代のＵＩＳターン）

①魅力ある人づくり
◆２１世紀型能力育成への課題解決型学習
◆自分と地域と世界をつなぐグローカル人財の育成

若者・子ども流出
後継者・誇りの喪失

教育格差

今までの状況
（教育が地方衰退を促進）

教育・学校の

標準化

過疎化・少子高齢化
人口減少・文化産業衰退

都会の担い手
育成

若者・子ども増
継承者・誇りの創出

これからの逆流
（教育・学校からの地方創生）

教育・学校の

魅力化

産業創出・文化継承
地域の魅力化・持続可能化

グローカル人材
育成

地方留学
教育移住

（スケールメリット） （地域を出る教育） （スモールメリット）（地域と世界をつなぐ学び）

高度成長社会

経済成長（GNP）・物の豊かさ

ファースト・早い安い便利

大量生産・大量消費・規格品・
使い捨て・フリートレード

グローバル・ビッグビジネス

古きを壊し、新しきを造る
Scrap & Build

競争・占有・対立・勝ち負け

一極集中・中央集権型

教育・地域の

魅力化・多様化

地方の過疎化・

疲弊化・画一化

持続可能社会

幸福度（GNH）・暮らしの豊かさ

スロー・安心安全健康

少量多品種・高付加価値・

４Ｒ・循環型・フェアトレード

ソーシャル・コミュニティビジネス

古きを活かし、新しきに紡ぐ

温故維新,Renovation
共創・共有・協働・三方よし

自律分散・ネットワーク型

持続可能な社会への

曳船に

最後尾から最先端へ

日本欧米
アジア

今後

黒船以来

高度成長社会への島根

アメリカ
日本東京

黒船以来
高度成長社会への

最後尾

明治～高度成長期イメージ

（タグボート）
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岩本 悠 氏

（いわもと ゆう）

島根県 教育魅力化特命官
・東京都生まれ。学生時代にアジア・アフリカ
20ヶ国の地域開発の現場を巡り、その体験学
習記『流学日記(文芸社/幻冬舎)』を出版。印
税等でアフガニスタンに学校を建設。
・幼・小・中・高校の教員免許を取得し卒業後
は、ソニーで人材育成・組織開発・社会貢献事
業等に従事する傍ら、学校・大学における開
発教育・キャリア教育に取り組む。
・2007年より海士町で隠岐島前高校を中心と
する人づくりによるまちづくりを実践。
「日本を立て直す100人（朝日新聞出版・AERA）」
に選出。プロジェクトは第一回プラチナ大賞
（総務大臣賞）等を受賞。
・2015年から島根県教育庁と島根県地域振興
部を兼務し、教育開発による地域創生に従
事。
＜近著＞ 『未来を変えた島の学校 ‐隠岐島前発
ふるさと再興への挑戦』（共著、岩波書店、2015）

参
考
資
料

＊
こ
の
本
の
印
税
は
す
べ
て

生
徒
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
に

活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

≪ひとづくりによるまちづくり≫
教育の魅力化×地域の活性化

～補足資料集～

岩本悠

①

「地方創生」の盲点
地域の未来をつくる人づくり

地域で
稼げる人を

育てよう！！

地方にヒトを
地方にカネを
地方に仕事を
持ってこよう！！

20～40年後を本気で見据えた
持続可能な地方創生

短 長

盲点

地域（まち）に

未来を

活きる力

地方で求められる持続可能な教育とは？

人（子ども）に

未来を

生きる力
教育

盲点

既存産業衰退、若者流出、後継者不足、公共依存
（少子高齢化、文化･行事の衰退、財政難）

産業創出、若者定住、継承者育成、自立協働

地域で継業･生業･事業を創り出せる人材
≪地域起業家的精神×グローカルマインド≫

●地域の課題（悪循環）

●地域の向かう指針

●求められている人材

地域の人づくりニーズ

人材自給率アップ

「仕事がないから帰れない」 ⇒「仕事をつくりに帰りたい」

20世紀のふるさと観 21世紀のふるさと観

「志を果たして帰る」 ⇒ 「志を果たしに還る」

学習力
（学力、論理的思考力、情報リテラシーなど）

社会力
（人間関係、コミュニケ－ション、多文化協働など）

地域創造精神
（地域への愛着、誇り、感謝／地域社会に貢献する意志／地域起業家的視座、観点）

高校まで

高校卒業後
（大学・専門・就職）

【教育ビジョン】高校卒業までに育てたい資質・能力

グローカルな

夢・志

志の実現
（自己実現･地域貢献）

進路実現

専門性・経験
（専門的な知識、スキル、資格、修羅場など）



― 27 ―

義務教育
（小・中）

高校教育
（高校）

【今まで】校種間・学校地域間に大きな溝

社会教育

（地域）

幼・保

義務教育
（小中）

高校教育
（高校）

in

【これから】縦と横での協働による教育体制

地域をつくる
人づくり

社会教育

（地域） about

for

with

地域の中で
体験する・浸る

地域について
知る・伝える

地域のために
行動・貢献

地域と共に
未来を描く・結ぶ

幼・保

子どもお客さん
講演・体験・活動

子ども主体
役割・出番・舞台・居場所

ふるさとの魅力の

詰込み教育
地域の協働参画活動

課題解決型学習

【ABOUT/FOR】 ポイント例１

おつきあい感
やらされ感

問題意識・当事者意識

意志・責任感・没頭感

伝える
やらせる

対話し
引き出す

生徒のみの
同質集団活動

多様な人との

協働・交流

【ABOUT/FOR】ポイント例２

やりっぱなし
振り返る

次につなげる

地域社会のために

できること

【WITH】地域社会と共に描く・自分と結ぶ

自分自身の

やりたいこと
志

単発的 体系的

個人的 組織的

持続発展に向けて

つながり・仕組み

【例１】地域と学校の協働体制

器

学校
先生

生徒

NPO

商店

行政

専門
家

国際
団体

学校

住民
組織

金融
機関

大学研究
機関 PTA

企業

負担への対応例

②外に任せる・連携協働する
◆学校・教員だけでやろうとしない、分担する、外を使う・・・

③今やってることを再編する
◆ やめる、減らす、効率化する、一緒にする・・・

①学校に資源を持ってくる
◆人、金、支援などを外部から取ってくる、取り込む・・・
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②

学校統廃合への代案
ＳＳＳ・ＳＭＳ

平成27年1月 文科省は60年ぶりに
学校統廃合の検討指針を改定

●６学級以下の小学校、３学級以下の中学校は
統廃合の適否を「速やかに検討する必要がある」

●通学範囲の基準「４～６キロ以内」（徒歩）⇒
⇒「おおむね１時間以内」（スクールバス等）

●統廃合等を進める際の補助や教職員加配など

『公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引』

高校も・・・

文部科学省平成23年度高等学校教育の改革に関する推進状況
文部科学省平成16～26度学校基本調査

●３０の道府県が、高校教育において「重点的に取
り組んでいる課題」として「再編・統合」を挙げる

●公立高校の約７校に1校は今後10年以内に統廃合
の可能性 ⇒現在3628校（毎年約50校が消滅）

●今後さらなる人口減少、少子化、財政難で地方の
公立小規模校の統廃合は促進

学校の有無が人口増減へ与える影響（参考）
離島における施設の有無による人口増減率の差

「平成25年度新しい離島振興施策に関する調査業務報告書」
(国土交通省国土政策局離島振興課)より

1991年人口 2010年人口 人口増減率 差
なし 12,865 7,849 -39.0% ー0.2％１軒 86,824 53,152 -38.8%

●病院・診療所の有無と人口変動

1991年人口 2010年人口 人口増減率 差
なし 12,118 6,305 -48.0% ー12.0％１校 130,007 83,168 -36.0%

●小学校の有無と人口変動

1991年人口 2010年人口 人口増減率 差
なし 114,029 69,319 -39.2% ー10.9％１校 86,299 61,885 -28.3%

●高校の有無と人口変動

中山間地においても学校までの距離が
定住人口に大きな影響を与えている（参考）

●中山間地域の定住人口維持要件（判別分析結果）

●中山間集落の消滅要因（判別分析結果）

「中山間地域の活性化要件」
農林統計協会 橋詰登2003より

１つの選択肢（Super Magnet School）
全国・海外からも生徒が集まる魅力ある学校づくり

地域の特色と魅力を学校に活用した
オンリーワンの教育環境の創出

もう一つの選択肢

魅力ある教育環境づくりに向けた再編成
魅力ある学校再編成

●数合わせのための「消極的・守り」の統廃合ではなく、
魅力ある教育環境づくりに向けた「能動的・攻め」の再編

●結論ありきの「協議」ではなく、子ども、地域、行政（財
政等）の「三方良し」の結論を生み出すための創造的な
対話の過程をデザイン

●再編成の計画や結論を出すことを目標とせず、その後
の行動や参画を見据えて、関係者・当事者間の信頼関
係構築と深い本音の対話を重視

更なる選択肢

人口減少時代を乗り越える小さな学校

スーパースモールスクール（SSS）

●今までの学校の「標準規模」を覆す小さくてもキ
ラリと輝く学校づくり

●‘Small is beautiful’の視点に立ち、大量生産型
の人づくりモデルから少量多品種高付加価値の
人づくりへの転換
●コーディネーターを配置、地域資源とICTを活
用、他校種ともつなぐ
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 （司会）
それでは、第２部のパネルディスカッションに移

りたいと思います。
実は、今回のこの企画をするにあたりまして、県

の教育委員会の高校教育課にご相談に行きました。
そこで、海士町の岩本さんを呼んでやりたいんだと
相談をしましたところ、「それなら、高知県の高校
でもそういうことをやっているところたくさんあ
りますよ」ということを言われてびっくりした次第
でした。そういったことなら、ぜひ高知における高
校生の取り組みなんかも合わせて発表していただい
て、海士町での取り組み、そして高知における取り
組み、そういった事例も発表していただきながら、
我々自身学んでいこうということで、この第２部の
パネルディスカッションの企画をさせていただきま
した。

パネラーとして、前にご登壇していただいている
皆さんのご紹介をさせていただきます。正面左か
ら、先ほどお話しいただきました岩本悠さんに引き
続きパネラーとしてご登壇をいただきます。よろし
くお願いいたします。

 （岩本）
よろしくお願いします。

 （司会）
そしてそのお隣、高石清賢さんです。嶺北高校振

興会の会長さんです。よろしくお願いいたします。

（高石）
高石です。よろしくお願いします。

 （司会）
そして今回、特にこの取り組みが大変特徴的とい

うか、先進的だということで紹介いただいた嶺北高
校と窪川高校から、生徒さんお一人ずつご登壇をし
ていただきました。まず、嶺北高校からは岡村凌兵
さんです。

 （岡村）
どうぞよろしくお願いいたします。

 （司会）
そして、窪川高校からは敷地那奈美さんです。

 （岡村）
よろしくお願いいたします。

 （司会）
どうぞよろしくお願いします。
そしてコーディネーターですけども、黒潮町教育

次長で当センターの理事でもあります畦地和也さん
にお願いしてございます。よろしくお願いします。

 （畦地）
どうぞよろしくお願いします。

　 パネラー　　　　 岩本　　 悠 氏
　　　　　　　高石　 清賢 氏（嶺北高校振興会会長）
　　　　　　　岡村　 凌兵 氏（嶺北高校３年生）
　　　　　　　敷地 那奈美 氏（窪川高校１年生）
　 コーディネーター　畦地　 和也 氏
　　　　　　　　　　　 （黒潮町教育次長・高知県自治研究センター理事）

３パネルディスカッション
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 （司会）
それでは、以後の進行はコーディネーターの畦地

さんにお任せしたいと思います。よろしくお願いま
す。

 （畦地）
皆様、こんにちは。黒潮町

の畦地と申します。当セン
ターの理事をしています関係
で、今日進行をさせていただ
きますけれども、先ほど紹介

いただきましたように、私、地元の役場の職員で、
たまたま今教育委員会にいるので、教育というのは
非常に基本的にも関心がありますし、それから地元
の大方高校、10 年前に商業高校から県の再編で単
位制の普通高校になりましたけれども、その大方高
校のコミュニティスクールの座長をしているという
ようなことで、高校が地域にどのように力を発揮し
ていくのか、それがどのようにその地域に影響を与
えていくのかというのを大方高校の事例を見ながら
もいろいろなことを感じていますし、今日お話しし
ていただきました岩本さん、実は大方高校にも視察
に来られたということで、私も隠岐のほうから来ら
れるということは校長先生にお聞きをして、ぜひ同
席していただけませんかって言われたんですけど

も、業務と重なって会えなくてニアミス状態だった
んですけども、今回初めてお会いをしました。

その後、いろんなマスコミで隠岐島前高校の取り
組みというのは、今全国に影響を与えていますね。
高校魅力化という言葉が先ほど出ましたけれども、
多分この高校魅力化プロジェクトというキーワード
はこの隠岐から出たのではないかと思います。

今北海道からいろんなところで学校の再編に合わ
せて、今までの高校がなくなるというときには、地
域というのは残せということしかやらなかったんで
すよ。とにかく「残せ、残せ」、県教委あるいは県
議会に「残せ」。ところが、ここ数年は、残すため
には我々何をすればいいのかと。地域に住む我々は
何をすべきなのかというのを一生懸命考える地域が
出てきて、そういう地域が高校魅力化ということに
一生懸命いま取り組んでいる。中には、もう県立高
校じゃ駄目だから、市町村で引き取って市町村立の
高校にするという自治体も出てきました。

そういう中で、我々高知県も高校の再編、29 年
度から新たな再編で計画がスタートしますけれど
も、またさらに 10 年後には再編計画が出るでしょ
う。そうしますと、我々も今うちの町長にも言って
るんですけれども、10 年後、大方高校どうなるか
分かりませんよと。ほんとに地域が頑張って、高校
を核にしてどうやって地域づくりをしていくかとい
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うことを真剣に考えなければ、大方高校は残らない
のではないかということを言っています。

多分高知市以外にある県立高校は、同じような状
況になるでしょう。そのときに私たちは何をしなけ
ればならないのかというのを、今日一生懸命皆さん
と一緒に考えていきたいと思いますので、よろしく
お願いします。

実はこの４名の方とは、３時間ほど前に初めてお
会いしました。なので、打ち合わせはしましたけれ
ども、全くどうしようかってまとまらなくて、ほん
とに行き当たりばったりになるかもしれませんけれ
ども、皆さんに助けていただきながら進めていきた
いと思いますのでよろしくお願いします。まずは、
それぞれの参加をしていただいてる方に自己紹介を
していただきたいと思います。

岩本さんは先ほどお話ししていただきましたの
で、手前の嶺北高校の振興会会長の高石さんから、
自己紹介をしていただけますか。

 （高石）
嶺北高校の振興会会長をし

ています、また、嶺北高校の
「プロジェクト 41」という組
織の代表をしています高石
と申します。実は岩本さんと

は３年ほど前に海士町に視察に行ったときにお会い
して、いろいろお話を聞かせていただいたり、一緒
に飲ませていただきました。そのときに岩本さんと
か大江課長の話とか聞くと、やってることがすごい
ので、やっぱり話聞くとへこんでしまいました。け
ど、やっぱりその後、帰って考えると、あぁうちも
頑張らないかんなということで闘志がわいてきて、
また頑張っているところなんですけど、このプロ
ジェクト 41 のレポートも島前高校と一緒で、平成
21 年に生徒数が 41 名を下回りまして、ちょうど
再編計画の途中だったので、こら何とかせないかん
ということで、41 名というキーワードにして、プ
ロジェクト 41 という組織を学校、ＰＴＡ、行政、
議会、地域の方々に集まっていただいて立ち上げま
した。その後 41 名を超えた年もありましたけど、
また減少に転じるといった状況でございますので、

今は嶺北高校の魅力化と健全な存続に向けて取り組
んでいるところです。今日はよろしくお願いします。

 （畦地）
続いて、嶺北高校３年生の岡村さん、お願いしま

す。

 （岡村）
嶺北高校３年の岡村凌兵と

申します。高校は一応卒業
をしてしまったんですけれど
も、今まで３年間嶺北高校で
はたくさんのことをやってき
ました。高知県でも数少ない

学校だということで取り組みが認められたというこ
とは、大変うれしく思います。今日は、そんないろ
んな活動がある中で、高知県の地域に学校がどうか
かわっていけたらいいのかということを、高校生目
線で話ができたらいいなと考えています。今日はよ
ろしくお願いします。

 （畦地）
続いて、窪川高校の敷地さん、お願いします。

 （敷地）
私は窪川高校１年の敷地那

奈美といいます。まだ高校生
になって１年しか経ってない
んですが、私の通っている窪
川高校の取り組みや、私自身

が１年間やってきた取り組み、それを将来の夢なん
かと合わせてお話ししたいと思います。よろしくお
願いします。

 （畦地）
ありがとうございました。いずれの高校も特徴的

な取り組みをしているということで、県教委から紹
介をされたということでございます。そこで、お二
人の高校生にそれぞれの高校で、特に高校と地域、
あるいは高校生と地域、そういう両者間でどういう
取り組みをされているのかというのを、それぞれ嶺
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北高校、窪川高校の事例をご紹介していただきたい
と思います。まず岡村君から、地域とのいろんな取
り組みについてお話ししてください。

 （岡村）
嶺北高校には、主に五つぐらい自主活動組織とい

うのがあります。まず、地域ぐるみで商品開発をし
ていく「レイホクユースネイバーズ」という地域、
これから来る南海地震に備えて防災を高校生主体で
やっていくという「レイホクガーディアンエンジェ
ルス」という自主防災組織、それから環境のことに
ついて考えていく、嶺北地域は特に山の多い地域で
すので普段から山とか川とかに触れられる環境で、
高校生が環境について何をしていったらいいのかと
いうのを考える「レイホクエコフリューゲルス」、
それから去年度かな、高知東警察署さんができたこ
とでそちらと連携をとらせてもらって、また去年、
高知県のほうに嶺北高校の学生が描いたポスターが
配布されたそうで、「レイホクフリューゲルス」と
いって、そういった自主防犯組織などを立ち上げて
活動を行っています。また、嶺北地域は歴史も深い
地域で、例えば本山氏と長宗我部氏の戦いなんかは
とても有名ではないでしょうか。そういった戦いと
か歴史について探っていく「歴史探究」のこの五つ
のグループに分かれて、主に活動しています。

私は、高校時代、よく「レイホクフリューゲル
ス」と「レイホクガーディアンエンジェルス」のほ
うに所属をして活動していたんですが、「レイホク
フリューゲルス」は生徒会執行部が主となって活動
していました。嶺北地域などはお年寄りの方が多い
ので、最近ニュースでもよく聞くと思いますが、振
り込め詐欺とか、そういった詐欺の事例などがもの
すごく頻繁に出てきています。そういったことを予
防するには、やっぱり警察の方の努力も大事です
が、普段から地域に触れられる高校生から呼びかけ
をすることで、そういうことを防止できるのではな
いかと思いまして、「フリューゲルス」のほうでポ
スター配布、それから学校の前に、交通安全を呼び
かけるために週１回看板を出して立って啓発をする
というようなこともやっています。

また、ＲＧＡ（レイホクガーディアンエンジェル

ス）では、市内ここら辺は津波が来るということ
で、そっちの対策も大事だと思いますが、山間部は
山津波といって、山が崩れることによって川が氾濫
して大規模な災害が出るといったようなことも懸念
されています。そういったことを高校生が主体と
なって活動に取り組んでいこうじゃないかというこ
とで、去年の９月１日ですけれども、高校生を対象
として防災講演もやらせていただきました。その際
には、クロスロードクイズといって、「あなたなら
どちらにしますか」ってイエスとノーの形式に分か
れて、なぜそうなるのかを考えるといったような形
式で、一人ひとりが防災に関する知識を深めてもら
おうという、そういった活動もやっています。

嶺北高校は、そういったように高校生が主体と
なって活動していく学校です。また、地域の方も普
段からそういった活動に触れていただくことによっ
て、活動の取り組みはものすごくしやすくなってい
ます。高校生のする活動に地域の方が当たり前に触
れてくれる、それから協力をしてくれるといったよ
うなところが嶺北高校の魅力だと、私は考えていま
す。

 （畦地）
ありがとうございました。岡村さん、ちょっと聞

きたいと思いますが、商品開発って例えばどんなも
のがありましたか。

 （岡村）
商品開発は、「れいほく未来」という企業がある

んですが、そちらの方と連携をして、チヂミって韓
国料理があるんですけど、嶺北はすごいお米が有名
で、例えば「土佐天空の郷」とか、全国で１位を
取ったお米なんですけれども、そちらの米粉がとて
も有名で、米粉を使ってそのチヂミを作る粉を一緒
に商品開発したりとか、実際に地域の方向けという
か、全国に向けてもう販売も展開されている商品で
す。

また、あとはマドレーヌとかお菓子がメインなん
ですが、嶺北特産のもの、例えば「れいほく八菜」
といってとても野菜も有名なんですけれども、その
野菜を使ったお菓子作りをしてみようじゃないかと
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いうことで、特産品を使った高校生主体の商品の開
発をしています。

 （畦地）
チヂミ粉の商品名は何ですか。

 （岡村）
確か「チヂミ粉」ってでかでかと書いてあって、

赤いパッケージです。

 （畦地）
だそうですので、見かけた際には、ぜひご購入の

ほどをよろしくお願いします。
続いて、敷地さん、窪川高校の取り組みをお願い

します。

 （敷地）
私たちの窪川高校でやっていることは、まず主に

生徒会主催で清掃活動、地域の窪川のまちを歩い
て、ボランティアとしてごみを拾っていく。あと
は、２年生になったら、農業コース、商業コース、
大学進学コースに分かれるんですけど、その中の農
業コースの２・３年生が作ったシクラメンとかメロ
ンなどの花や果物の販売を地域の方にしています。
窪川の緑林公園というところでやる「米こめフェス
タ」という、「食の祭典」って呼ばれるのがあるん
ですけど、それに出品して買ってもらったり、あと
は３年生の地域課題研究で、介護のボランティアに
行ったり、防災の訓練に参加したり、商品開発で今
年はライスバーガーを作っていたと思うんですが、
それを窪川の有名な仁井田米とかショウガとかを
使った商品を作って、私も「米こめフェスタ」とか
に出品する活動や、あとは私個人でもあるんですが
防犯ポスターを制作、警察の方から依頼を受けて、
自転車の盗難防止を呼びかけるポスターを描いて、
駅の駐輪場に貼ってもらったり、あとは四万十町に
はよさこい踊り子隊「四万夢多」というチームがあ
ります。それに窪川高校は高校生が７人ぐらいで、
また先生も校長先生を合わせて２人参加してもらっ
てるんですけど、その「四万夢多」は町内のイベン
トにも出るし、本祭にも出るし、窪川高校だったら

文化祭や文化発表会にも来てくれて、地域の方と交
流が深くあると思います。

あとは、開かれた学校づくりでＰＴＡ、小・中学
校、役場、農協、卒業生の同窓会とかがかかわっ
て、生徒会が行った活動を報告し、地域の方、役場
の方などから、またこれはこうしたらいいんじゃな
いかとかいう意見を聞く、より良い学校をつくろう
という機会にもまいります。以上です。

 （畦地）
ありがとうございます。ライスバーガーはどこで

買えますか。

 （敷地）
ライスバーガーは普通には売ってないです。すい

ません。

 （畦地）
 「米こめフェスタ」に行けば買えるんです。

 （敷地）
今年は買えました。また、来年は、新しい３年生

が違う商品を開発して売ると思います。

 （畦地）
９月ぐらいですかね。いつだっけ。

 （敷地）
 「米こめフェスタ」は 11 月です。

 （畦地）
11 月ですかね。11 月の開催だそうですが、きれ

いな緑林公園とかですね、高校の下。

 （敷地）
高校のある下です。

 （畦地）
ぜひ皆さんも高校生が売っていると思いますの

で、新しい商品を買ってみてください。
それでは、高校生からは、高校生たちが地域とい
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ろんな連携をしながらの活動について、ご紹介をし
ていただきました。

続きまして、高石さんには、地域の住民側として
取り組まれてることについて、ご紹介をお願いしま
す。

 （高石）
先ほど言いました「プロジェクト 41」という組

織を平成 21 年に立ち上げました。この組織という
のは、何かをこの組織でやろうという組織ではなく
て、今言ったような学校、ＰＴＡ、行政、議会、地
域、そういった方々の嶺北高校の活性化に協力した
いという方々に集まっていただいて、これからどう
いう方向でみんなでやっていこうかというようなこ
とを話をしました。島前高校の視察も行ってきまし
た。そして、まねできるところは随分とまねもさせ
てもらいました。できないこともありましたけど、
パクれるものはどんどんパクろうというような思い
でやりました。

 「プロジェクト 41」というネーミングは、先ほ
ど岩本さんも言ってましたように、隠岐人とか島親
とか島留学とか、そういうネーミングってすごく大
事やなぁと、何かこうみんなが共感してくれるよう
な名前やないとなかなか方向性ってできないなと
いうことで、キーワードもその生徒数の 41 という
キーワードでして、そのころ「プロジェクトＸ」と
いう番組があったので、よしこれを引っ付けて「プ
ロジェクト 41」という名前にしようということで
考えたところ、割とこの名前結構広まっていろんな
方に覚えてもらいました。この組織で年間４回ぐら
いずっといろいろな取り組みもしながら、どういう
ことができるのかということを話し合ってきました。

それで３年目にそれをまとめたものを、「10 年
後の嶺北高校をめざして」という提言書にまとめ
ました。先ほど言いましたように、「プロジェクト
41」って何かをできるとかそういう組織ではない
ので、任意の組織ですので、それぞれの今ある組織
で何ができるのかということで、この中には各組織
ごとに書いてあります。提言書の中に、この件に関
しては行政担当ですよ、これは学校ですよというこ
とで、今ある組織にやってもらうということで提言

書はまとめてあります。提言書のキーワードとして
は、嶺北高校の存続が地域振興のかなめだと。嶺北
高校の健全な存続が地域振興のかなめにこれから
なっていくんですよということで、提言書には示し
てあります。

その中で、各組織にはいろんなことで動いても
らってるんですけど、なかなかその組織ごとに動け
ないところもあります。組織が学校の中に入ってく
るということもなかなか厳しいところもあるので、
一つ提案してやってもらったのが、社会福祉協議会

（社協）に学校に来て、いろんな子どもたちの活動
のコーディネートをしてもらいたいということで学
校に入ってきてもらいました。最初は小学校統合の
ときに小学校に入ってもらって、中学校に入っても
らって、その後、なかなか高校というところは入っ
てこれないところもあったんですけど、もう入って
くださいと、嶺北高校に入ってやっぱり小・中学校
と同じように子どもたちを地域に出してくださいと
いうことで、社協にお願いしました。社協も今入っ
てきていただいております。随分と高校の中でご活
躍してもらっています。

あと、私も「プロジェクト 41」の代表をしてる
んですけど、なかなか動けないことがある。会もし
たりして、いろいろ話はするんですけど、じゃあこ
の後に何を移すのかというと動けないところがある
ので、何とかこの岩本さんのような人が欲しいとい
う思いをずっと持ってました。

そういうことで、その方をということで「プロ
ジェクト 41」のほうでもいろいろしてたんですけ
ども、今年、土佐町の地域総合戦略会議で取り上げ
てもらって、今１名名前が、これもパクってしまっ
たんですけど、嶺北高校教育魅力化特命官という名
前で１名、嶺北高校のことでほんとに動いてもらえ
る方を地域協力隊として土佐町で職員採用していた
だきまして、動き出したところです。そういうこと
で、地域としても嶺北高校の魅力化、10 年後に健
全に存続しているように何とかしていこうというこ
とで、地域で応援しているところです。

その提言書の中でも、やっぱり宿舎とか寮とかい
うこともありました。ただ、外から人が来ると、ま
ず嶺北高校のいい状況が壊れてしまうんじゃないか
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と、そういう心配もありました。寮を建てるという
ハードルもすごく高かったです。そういうことでな
かなか進めなかったです。地域受け入れということ
も誰が責任を持つんだとかいうようなことで進んで
なかったんですけど、いま古川さんが話してくれた
ように、外からの人が入るとすごく高校は変わって
いくと思うんです。

実はこの岡村君も小学校の間は市内のほうの小学
校に行かれてて、中学校から嶺北中へ、そしてそこ
で嶺北地域の良さ、嶺北高校の良さを見て、嶺北高
校へ迷いもなく入っていただいて、そして高校のリー
ダーとして活躍してくれました。やっぱり少し二の
足を踏んでいた地域外からの生徒の受け入れという
ようなことも、これからやっぱり進めていかないと
いけないんだなと。やっぱり外から来た人によって
嶺北高校もこれから良くなっていけるんじゃないか
なと、そんなふうにも考えております。ただ、なか
なか受け入れ態勢できていないので、これからまた
そういうことも地域でやっていかないかんかなと、
そんなふうに考えてるところです。以上です。

 （畦地）
ありがとうございました。お三方からは、それぞ

れの学校ないしは地域からの取り組みについてご説
明をしていただきました。

岩本さんにも自己紹介ではないですけども、質問
があります。まず一つ目です。島前高校が導入した
グローカル教育やＩＣＴ教育、地域のスペシャリス
トを教師として招く取り組みは、島根や離島といっ
た地域性に関係なく、本来は現状の日本において当
然に取り入れるべき内容の教育だと思うのですが、
高校がなくなるかもしれないというような危機的状
況に置かれないとそうした改革はできないのでしょ
うか、というご質問です。

 （岩本）
今いただいたご質問に関し

ては、学校の存続とかの危機
がないとできないのかという
ことですけども、ひと言でい
うと、全くそんなことはない

ということですね、結論は。全国的に見たときに、
別に学校の存続危機のないところでも地域と一緒に
なってのプロジェクト型の学習だとかグローカルだ
とか、たくさんやってるところは先進的な事例であ
ります。学校の存続は一つの分かりやすいきっかけ
として活用はしやすいかと思いますが、別になくて
も問題はないと思います。

やっぱり一つ、その学校の存続って、どちらかと
いうと、地域側の問題意識を持つ地域側が何とか学
校を残そうとかっていう形で動く傾向ですけども、
そうじゃないところでどうやっているのかという
と、今日のシンポジウムのテーマでもあります、地
域の若い人たちの流出を何とかしたいというところ
ですね、動機の一つは。

外に行ってもやっぱりどっかで帰ってきてもらっ
て、もしくは地元にできれば残ってもらいたいとか、
そういった企業さんとか地域側のニーズからそう
いった動きをやっていこうという地域もありますし、
あと学校側からすると、これから大学の入試改革な
んかもどんどん進んでいってる中で、本当に生徒た
ちの学びの意欲を高めるとか、今後必要になってく
る力を広い意味での学力、学ぶ力を育てていくとい
う中で、教室でのレクチャー形式、トークでやって
いる授業だけでは駄目だという中で、今フェブラリー
とかいわれてますけども、そういったものを積極的
に導入していこうと。そうした中で、地域という絶
好の学びのフィールドなんかも活用しながらやって
いこう。そんな動きの中で起きてるところなんかも
ありますので、一つのきっかけとしてはありますけ
ども、それにこだわらないというところです。

 （畦地）
ありがとうございました。次の質問です。海士高

校には「ヒトツナギ」があって、そこで地域との協
働でさまざまな取り組みをしているそうですが、ど
のようなことをしていますか。また、そのように地
域と一緒に物事を進めるにあたって、苦労された点
は何でしょうか。

 （岩本）
 「ヒトツナギ」という、いま部活動になってます
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けども、もともとは生徒たちが、隠岐諸島って結構
観光客がこの 20 年ぐらいで３分の１ぐらいに減っ
てたりとかして、観光を何とかしたいという課題が
ある中で、生徒たちがこの地域の新しい観光プラン
を考えよう、企画を考えていこう。そんなことを
やっていました。

授業で、あと課外活動的にやってたんですけど
も、その中で生徒たちから出てきたのは、この地域
の新しい観光の資源として、もしくはこの地域のほ
んとの魅力って人じゃないかと、もしくは人と人と
のつながりじゃないかということを生徒たちが言っ
て、今までは自然だとか文化、歴史、高知だと坂本
龍馬とか、そういったものを要は観光資源だといっ
てやっていってますが、うちの島のもう一つの切り
口としては人だと。

今こうやって生きている、もしくは人と人とが一
緒になって思いを持ってやっている人たち、これを
魅力として捉えた観光企画というか、彼らはそれを
今、魅力だからもっと伝えていきたいという視点が
強かったですけども、やっていこうということで、
そういうのを感じられるツアーを企画しました。

外から、彼らは高校生ですので、お客さんは自分
たちが最も手が届く、自分たちだからこそ価値を提
供できるターゲットは高校生とか中学生だろうとい
うことで、中高生をターゲットとした観光企画を考
えて、全国からこの町に来る、かつ地元の子たち、
地元の中高生も一緒にお客さんとして、地元の子た
ちと外から来る子たちがペアになって指令とか探
検、探検というか冒険というか、「オオタさんを探
せ」みたいな指令があると、それをクリアするには
地域の人たちにいろいろ話しかけたりもしなきゃク
リアできない。そういうような課題をクリアする中
で、外から来た子と地元の子の関係性も深まるし、
地域とのつながりもできる。地元の子たちも地元の
再発見につながる、そんなことを考えた企画を彼ら
は立てました。

これが結構生徒たちも面白くて、もしくはそれに
参加した県外から来た中学生が、今度は自分たちが
この「ヒトツナギ」をやる側になりたいということ
で、島前高校に入学してきて、「ヒトツナギ」をや
るというような形がどんどん生まれてきて、生徒た

ちもただのイベントで終わらせずに、ずっと活動続
けたい、じゃあ部活動という形にすれば、存分に活
動できるし、継続してやれるということで部活動に
なって、今もそういったツアーを代々いろんな形で
やっているというところです。

やっぱり地域の方たちと一緒にやるときの一つの
肝は、生徒だけでやると、それをコーディネートす
る側がどれだけちゃんと地域の人たちと関係性をつ
くれるかどうかというところが大きいかなと思って
ます。ただ、生徒を行かせて、「はい、やってきて
ね」というだけではなかなか学びが深まらなかった
り、生徒がうまくできない部分とか、取っかかりも
ありますんで、コーディネートする側が地域のキー
マンだとか、ネットワークを持ってる方たちとやっ
ぱりちゃんとコミュニケーションをとってやってい
くと。

場合によっては、いま生徒たちこういう状況だ
から、地域の方に今度生徒がそういうので来たと
きに、「叱ってもらって構いませんから」、もしく
は「厳しくやってください」とか、そういう形で一
定、なかなか教員が言っても生徒が聞かないとか、
そういったケースがたくさんあるので、親が言って
も子どもは聞かないと同じようなもので、それを地
域の方たちから言ってもらうと、ものすごい生徒た
ちに響きます。

それだけのコミュニケーションなしに生徒が行っ
て、何かあそこの生徒はほんとにだらしないとか、
やる気がなくて困ってるとか、何かいろいろ逆にク
レームになるところを、ちゃんとコミュニケーショ
ンとってやっていくと、逆に地域の人たちが地域の
教育力、地域の方たちの教育力を発揮していただい
て、生徒たちの学びにつなげていけるというところ
ですね。そこでコーディネーターの地域の方々との
共有を含めた、学校をまきこむとか、そこら辺をつ
なげる力、人つなぎの力みたいなものが問われると
ころなのかなと感じてます。

 （畦地）
ありがとうございました。質問をたくさんいただ

いてますけども、議論を少し深めたいと思いますの
で、皆様からいただいたご質問につきましては以上
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にしたいと思います。実はここまでは一応打ち合わ
せしてたのですが、これからは打ち合わせしてない
ので、今話を聞きながらこの次どうしようかなと思
いつつ聞いてる中で、岩本さんに僕から質問です。

今、地域に生徒を出して、地域の課題を解決させ
る学習だということをおっしゃられて、その際に
コーディネーターの役割は非常に大事というお話さ
れたんですけども、実は、我々の地元の大方高校で
も、開学のときから「自立創造型地域課題解決学
習」という授業をやっています。これは地域から生
徒に課題を何個か与えるんですね。その中から班に
分かれて、自分たちの班はこのテーマで取り組みた
いというのを取り組んで、地域に出向いてヒアリン
グをして、課題解決策のプレゼンをするという、そ
ういう授業です。地域課題解決型。

当然その各班に先生が付きます。関係者がいらっ
しゃったら申し訳ないですけれども、やはりその付
く先生の力量によってその班の出来ってすごく違う
んですよ。もちろん地域の受け入れる側の地域力も
当然ありますけれども、地域と生徒をつないでコー
ディネートをさせる先生の力量というのはすごく
あって、ここら辺が新しい大方高校の学びを続ける
ために、申し訳ないですけれども、今の県教委の抱
えている高校の先生方には少し足らない部分なのか
なぁと思っているんですが、そちらのほうはどうで
しょうか。

 （岩本）
島根県はこういう話なかなかね、関係者がいない

んでしにくいところなんですけども

 （畦地）
僕もしてますよ。

 （岩本）
正直、教員のそういう資質みたいなところが、そ

ういった形の課題解決型学習に関する資質とか経験
がかなり問われる。それによって左右されるという
のは当然あります。そのときに、いい先生が来なけ
ればできないではやっぱり広がらないし続かない。
ですから、これをどう仕組みとしてできるようにし

ていくのかということが、地域側とか学校を経営す
る側とか、もしくは地域と学校で一緒にやっていく
人たちに問われてることだと思うんです。これがま
ず知恵の出しどころだと思います。

ほんとにスーパーな先生たちが来て、その人がい
いことをやってくれるとか、当然それはすばらしい
ですけど、そんなことめったにないですし、絶対続
かないですから。こんなに異動が頻繁に起きる中で
ですね。仕組みとかもしくは文化にしていくという
ところです。

その中でどうやっていくのかというものが、多分
いろいろなやり方があると思います。島前とかで
やっているのは、コーディネーターという地域の
人、地元出身で地域のことを分かってる、学校のこ
とも分かるというような人がコーディネーター役と
していて、その人は高校の教育のルール変わって
も、その役割は多少人が変わっても、地元のことも
分かって学校の教育のことも分かるという役割の人
がちゃんといて、その授業、例えばこういうテーマ
だったらこの人に来てもらったらいいとか、この人
にメンター役やってもらったらいいとか、そういう
形でかかわる、そういう役割をちゃんと担保してい
くことだと思うんですね。

あと、嶺北高校、窪川高校、いろんなところで
やってますけども、そういう地域の学びを応援する
地域の方たちのＮＰＯとか住民団体の方とかそう
いった方たちの協議会だとか、その協議会の中にい
ろんな分科会とか部会みたいなのがあって、その部
会の人たちが生徒たちの地域の学びをどうサポート
していくか、そんなことをそこで考える仕組みがあ
るので、生徒たちがその中で、自分たち今こういう
ことやってる、これ困ってるみたいなのを発表させ
てもらったりして、その人たちからいろいろフィー
ドバックしてもらうとか、人を紹介してもらうと
か、そういうある程度、仕組みの中で生徒たちの学
びをやっていくということが重要なのかなと思って
ます。

ただ、中長期的に見ると、教員もそういうことが
できるようになっていかなきゃいけないというのは
当たり前、当たり前というか、今後の流れの当然主
流になっていくと思いますので、今やってるのは、
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この４月からはコーディネーターの養成コースとい
うのも立ち上げて、島根大学というところと一緒に
なって、全国のそういうコーディネーター的な役割
を、学校と地域をつなぐというので果たす人たち
が、オンラインとかを中心に、現場で学べるような
コースを１年間かけてつくって立ち上げてやってい
きます。あと教員養成とか教職大学院とかでもそう
いったプログラムを提供しながら、教育にかかわれ
る関係者を今度は育てていくというところを今少し
試行を始めているというところです。

 （畦地）
ありがとうございました。我々の努力もちょっと

足らないというところもあります。今、岩本さん
からありましたように、やっぱり中長期的にはそう
いう力を持った教員も必要なんだろうと僕も思いま
す。ぜひ地域協働学部の中から、そういう先生も誕
生していただけるとうれしいなと思うということ
と、これからの議論は、やはり高校を残そうという
議論ではないですね、今日の議論というのは。何の
ために高校が要るのかというところから出発をし
て、そもそも私たちはどういう地域をつくりたいの
かというところに焦点を当てると。じゃあそのため
の若者、どういう人材が要るのか、そのための教育
はどうあるべきかというのが、多分今日の議論だと
思うんですね。

そうしますと、そもそも高知は何のために若者を
残したいのか、どういう若者が欲しいのか、そのた
めにどういう教育をするのかというのが多分議論の
焦点になってくるのだと思いますので、少しそこに
フォーカスをしながら今後の議論を進めさせていた
だきたいと思います。まず先ほどご説明をしていた
だきました地域の取り組みの中で、それぞれやられ
た結果、いろんなことを感じられていらっしゃると
思うので、まずその点からお聞きをしたいと思いま
す。

まず、高石さんにお聞きをしたいんですけども、
振興会あるいは「プロジェクト 41」などの活動を
することによって、それに参画をされた地域の皆さ
んの気持ちといいましょうか、思いといいましょう
か、そういう変化などはあったでしょうか。それに

ついて少しご説明をお願いします。

 （高石）
「プロジェクト 41」を立ち上げていろんな話をす

る中で、一番の収穫は方向性が一つになったとい
うことです。議会なんかでもいろいろとやってま
した。行政、学校も取り組んでますし、それからＰ
ＴＡもやらないかん。地域も心配もしてます。そう
いった中で、みんなが同じ方向を向いて足並み揃え
てやっていこうと、方向が一つになったというのは
一つの収穫。また、どんなに動いてるのか、学校が
どんなことをしてるのか。それから、行政側でどう
いう取り組みをやるか。議会で議員さんたちは何を
取り組んでいるのか。そういったことを情報共有を
することがまずできたということが「プロジェクト
41」の収穫。

ただ、じゃあみんなが提言書にあることを実行に
移しているかというと、なかなか実行には移せない
とこがあります。そこで今年、振興会の会長になっ
て、メンバー・役員を一新して、実行できる人間を
ある程度入れて、とりあえず実行に移せるような体
制というものもつくっていかないかんのかなと。
はっきりいうて、行政の方に随分入ってもらってま
す。そうしないと、提言書で、こうやるといいです
よというだけではなかなか思ったところに進まない
です。

 （畦地）
具体的にアクションにしていかなければ、言いっ

ぱなしでは駄目だということですね。

 （高石）
提言書だけつくって、見て終わりなので、思いは

あるけど、やっぱり実行に移せる母体を編成せん
ことにはなかなか厳しいかなと。そういうことで、
さっき言ったような人たちに協力隊として入ってい
ただいたりという動きはしています。

 （畦地）
そういう意味では、冒頭に私が言いましたよう

に、高校を残せというだけの段階から、じゃあ我々
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は何をすべきかという段階に移ってるという、そん
な感じでしょうか。

 （高石）
そうですね。何ができるかは、もう言うとおりに

しますんで、何をするかになっています。しないと
進まない。だから、そんな悠長なこと言って計画だ
け立てている場合じゃないので、要はできることか
らとにかくやっていくというアクション、そっちの
ほうを早めています。

 （畦地）
ありがとうございました。続いて、高校生の２

人、特に岡村君は３年生なので、３年間嶺北高校で
いろんな活動をしてきたということですけども、１
年生より２年生、２年生より３年生で、多分心境の
変化とか気づくことがいろいろあったと思うんです
けども、自分なりに高校３年間を振り返って、こん
なに気持ちが変化してきましたというようなところ
があれば、お願いします。

 （岡村）
先ほど高石さんからもご紹介いただいたとおり、

僕、小学校のときは市内に住んでました。中学校で
ちょっと事情があって嶺北に行くことになったんで

すけれども、中学校３年間は全く地域ということに
念頭を置いてなくて、嶺北高校に何となく進学とい
うか、いや、それでも面白そうだから進学してみよ
うというのもありました。

高校１年のときはまだ地域というその概念がなく
て、先生に生徒会に入ってみないかと言われて、生
徒会に入って１年間やったんですけども、具体的に
どういうことをすればいいのか、高校１年のときは
分かりませんでした。

高校２年になって、生徒会長をやらせてもらった
んですけれども、そのときに他校の生徒さんとお
話をする機会があったんですけれども、うちの生徒
会ではそんなことしないよということを言われまし
て、うちの自主活動の話のときに、うちの高校はと
ても特別なことをやっているのかなという意識がそ
のときに出始めました。自分たちがやっている活動
に誇りを持てるようになってきて、そのときから、
地域とかかわるということはどういうことかという
のを高校２年のときから少し考え始めました。その
頃から、そのときまであった活動も活発的になって
きて、それまで嶺北地域限定で活動していたものが
だんだん高知県下に活動が広まるようになってき
て、自分たちの活動が認められるということがとて
もうれしい時期でありました。

高校３年のときには、もう生徒会も引退したんで
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すけども、まだ何かやれることはあるだろうと、そ
のとき既に受験勉強が始まっていて、すごい忙しい
時期ではあったんですけれども、それでも普段育て
てもらっている地域の方に何か恩返しができないか
という気持ちで頑張ってました。

 （畦地）
冒頭のほうに言っていた、自分の中に地域がな

い、地域という概念がないという感覚はどんな感じ
ですか。

 （岡村）
地域で育った方っていうのは、やっぱりふるさと

といえばここでしょという確固たるものがあって、
でも、そのときまだ僕にはなくて、小学校のときは
ずっとマンション暮らしだったので、何かこう故郷
といわれても、どこが故郷なんだろうっていう、果
たして今自分が住んでるマンションのこの部屋がふ
るさとなんだろうかみたいなことも考えてて、い
や、でもやっぱり違うなと。何かぼんやりとしたも
のしかなくて、でも今、市内で 12 年間、嶺北で６
年間育って、今 18 ですけれども、どっちがふるさ
とに近いかって言われると、嶺北というのがすぐ浮
かんでくるんですよ。

それはなぜかというと、古川さんが話されたよう
に、地域を深く知っているということがやっぱり大
事だと思うんですね。嶺北地域っていうのはものす
ごく魅力がたくさんあって、何をするにしても材料
が調っている。じゃあ始めようということがすぐで
きる。あとは、自分が暮らしていて誇りに思えると
いう、そういう地域だと思います。なので、心の中
にある地域というのは、何か自分たちが当たり前に
暮らしているけれども、その当たり前の中に誇りに
思えるものがあるっていうのが、それなんじゃない
かなって思います。

 （畦地）
何か聞き入ってしまいましたけども、ありがとう

ございました。そしたら、敷地さんは高校１年生
ですよね。窪川で生まれ育って、地元の窪川高校に
進学したということですけども、進学する前に思っ

ていた窪川高校と、進学してこの１年間経っての窪
川高校は一緒でしたか、違いましたか。同じところ
も、当然違うところもあるでしょうけれども、そこ
の点をお願いします。

 （敷地）
私は、中学校２年生ぐらいにもう窪川高校に進学

しようと思ったんですけど、でも、窪川高校のいい
ところを一つも知りませんでした。お母さん、お父
さん、お兄ちゃんが窪川高校に通っていたというの
もあるし、私は将来町外に出るより窪川で働きたい
と思ったので、それだったら就職するときに、窪川
高校で、窪川で住んでたほうが自分の強みになると
思って、窪川高校に行こうって決めました。

なので、高校進学するとなったときは、ほんとに
それだけの理由で、窪川高校がどんな活動をしてど
んないいとこがあってっていうことがほんとに分か
らなくて、中学校３年生のときは、窪川高校の生徒
会とかが高校の説明をしに来てくれたりもしたんで
すけど、あまり頭に入ってこなくて、でも実際将来
働くために頑張ろうと思って高校に入って、いざ入
学したら、入学したときから活動は全部濃くて、部
活動も中学校のときはこんな部活があることを知ら
なかったし、みんなそうだったと思うんですけど、
窪川高校は市内に比べたらレベルが低いとか、全然
充実してないとか、妥協して入るみたいな、学力と
かもそんなに高くなくても入れるっていう、何とい
うか、ほんとに自分も妥協して入ってる部分がある
がじゃないかってぐらいの気持ちで入ったんですけ
れども、入ってみたら、行事とかも先生との距離が
近くて、多分市内の学校に流されて行ったら、こん
な楽しいこともしなかったし、自分で行動する力も
つかなかったし、いい先生とも出会えなかったし、
将来に向けて充実した活動もできなかったなと思い
ます。高校に入ってから良さが分かりました。

なので、もっと中学生にこの高校がしていること
を伝えていけたら、進学率も上がると思うし、窪川
高校でいいやじゃなくて、窪川高校がいいって入っ
てきてくれる中学生も増えるんじゃないかなと思い
ます。
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 （畦地）
ありがとうございました。校長先生が学校回るよ

りも、彼女に回ってもらうほうがよっぽど入学生増
えるかもしれませんね。すばらしい。

 （窪川高校校長先生）
そのとおりだと思います。

 （岩本）
今の話すごい興味持ったん

ですけども、まず、そもそも
何で中学校のときから窪川で将来働きたいなんてこ
とを思ったのかというあたりは、今日のテーマにつ
ながるヒントがあると思うので、そこら辺を教えて
もらってもいいですか。

 （敷地）
私の夢が、窪川で働く保育士です。何で保育士に

なろうかと思ったのは、私自身が地元の窪川で育
ててもらえてほんとに良かったと思うからです。そ
れは小さいときから、家の近くの四万十川で泳いだ
り、お兄ちゃん、お父さん、おじいちゃんについ
てってアユを捕ったり、魚を捕ったり、いろんなこ
とをしました。あとはタケノコも掘りに行ったし、
畑へ行ってナシとかブドウとかをいっぱい食べらし
てもらったり、近所の人もあたたかくて、人は少な
いけど、その分人とのかかわりが強いので、小さい
ときからずっとお世話になったおばあちゃん、おじ
いちゃんとかに恩返しするためには、この地域をそ
のままつなげていくのが一番だと思ったのと、自分
みたいに人と自然とのかかわりが大きい窪川で、元
気でアクティブで自分のことをちゃんとする子ども
を育てる助けができたらいいなと思ったのが動機で
す。

 （岩本）
ほんとにすばらしいですね。ちなみに、今、高校

で部活をされてるということで、実際、地域で何か
やるとかっていうことのどんなとこが楽しいのかっ
ていうのと、いわゆるその魅力みたいなのを聞きた
いのと、あと、周りの生徒は実際どうなのと。それ

は敷地さんが非常に、何というのかな、特出した何
ですかね、いい意味で変態で、たまたま敷地さんだ
けがそう思って、それで校長先生に選ばれてここに
いるのか、周りの生徒も結構そうなのか。当然全員
がみんなそんなふうになってるとは思えないんです
けども、そこら辺、周りの生徒のことなんかも合わ
せて、敷地さんは何が楽しいのか、周りの生徒はど
んな感じなのかというのをちょっと教えてもらえた
ら。

 （敷地）
私が楽しいのは、中学校と比べたら高校は人数が

すごい違うんですよ。中学校は１学年 100 人ぐら
いだったんですけど、高校に入ったら全校が 100
人になって、だから、自分自身が動かないと何かす
る機会も少なくなるし、行事も横から見ているだけ
じゃ何も楽しくないなと思いだして、地元の高校な
ので、保育園、小学校、中学校、高校とずっと一緒
の友だちがいるんですけど、その友だちならしてき
たことも一緒だし、したいことも似てて、なので、
その人たちと一緒に何か楽しいことをしよう、自分
たちでつくろうっていう達成感とか一体感とかが生
まれてきて、それがすごく楽しいと思います。

でも、周りには「高校を卒業したら絶対都会に行
く」とか、「窪川を絶対出たい」みたいな人たちも
いるので、それは、人の考えの違いと割り切って、
その場その場でどうしたらその人たちも一緒になっ
て楽しめるかと考えるのが、自分の性格というか、
高校を充実して過ごせるためのつながりなのかなと
思います。

 （岩本）
ありがとうございます。今お話聞いて、結構面白

いコメントが幾つか出てたと思います。というの
は、一つは窪川高校も嶺北高校もそうだと思うんで
すけど、規模が小さいからこそ一人ひとりの役割と
か舞台とか、活躍の場みたいなものがやっぱり大き
く変わる。１万人いるうちの１人だと、１万分の
１。100 人のうちの１人だと、100 分の 1。１万と
100 だったら、１万のほうが数は多いけど、でも１
人の役割というふうに見たときに、１万分の１より
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100 分の１のほうが大きくなる。まさにこういう小
さいからこそできるものなのですね。やっぱりそう
いった部分なんかが逆に魅力になって、濃い仲間だ
とか、自分の役割の中での達成感、そんなのがある
のかなと思いました。

資料の 17 ページの下「【これから】縦と横での
協働による教育体制」というところに少し変な図
があるかと思うんですけれども、先ほど高石さんと
か岡村君の話を聞いて、あぁなるほどなと思ったこ
とがあったので、少し紹介させてください。 ここ
の図で、そういう地域をつくる人づくりのときのポ
イントでよく言われてるものって、「in」「about」

「for」「with」というふうに書いてます。
これ何かというと、小さい頃から発達段階に合わ

せてどういう教育活動が、その地域に対しての愛着
とか誇りとかを育んでいくのに効果的なのかという
ものの段階キーワードとかが出てるんですけども、

「in」というのは、地域の中で体験する、浸るとい
う、いわゆる地域にどっぷり浸りながらするさまざ
まな原体験が起こっていくということで、先ほど敷
地さんが言われてましたけども、地域でいろんな体
験をさせてもらったとか、こんなことをやってと
か、こんな風景、まさにそういう活動とか体験です
ね。これって、小さい頃にどれほどそういう原体験
をしっかり持っていくかということが、将来的なそ
の地域に対しての愛情につながるというようなとこ
ろです。

次は「about」って、地域について調べるとか知
るとか、伝えるとか、考えるというフェーズです
ね。結構その地域のことを好きになってもらおうと
思ったときによく起こりがちなのが、地域の魅力の
詰め込み教育みたいなことをやろうとするわけです
ね、大人は。この地域がいかにいいかみたいなこと
を徹底的に教えてやろうみたいな、こんな歴史が
あって、こんな偉人がいて、それでこうだったんだ
みたいな、この場所がみたいな、もう詰め込みを押
し込みというか、プッシュプッシュするわけです
ね。

それはそれでいいときもあるんですけども、でも
やっぱり自分たちで調べていくとか、知っていくと
いう、詰め込まずともいろいろなテーマとか興味と

か関心を引き出しながらやっていけば、自然と知っ
ていく、調べていく、学び取っていく、つかみ取っ
ていくというような、そういった中で知っていくと
いうことも、やっぱり参考書をデザインしていかな
いと、いくら詰め込まれても、そのときの感想文
では、「この地域すごいと思いました」、「すてきな
人、偉人がいたんですね」とか書くけども、やっぱ
りその後、聞いたりとかすると、「あんまり面白く
なかった」とか、「もう十分です」みたいな感じに
なっていくわけです。一方的に詰め込まれると。地
域を深く知るというの、まさに岡村君が言ってまし
たけど、そういったとき、詰め込まずとも知れるよ
うな形にしていく。

次「for」のところですけども、地域のために実
践する、行動する、貢献するとかいうことで、これ
で何かを、高石さんがおっしゃってましたけども、
いくら提言をしても物事変わらない、進まないわけ
ですよね。子どもたちの活動もそうなんですよ。地
域の課題解決型学習とかって言ったときに、何か生
徒たち調べて、「じゃあ何かで発表会しましょう。
地域の課題こうでした。こんなことやったらいいと
思います」みたいなことだとか、誰かに対して、

「行政さん、こういうことやるべきだと思います」
という発表をして、「あぁ良かった、良かった、す
ばらしい発表でしたね」というようなことで課題解
決型学習修了というようなことがやっぱり多々ある
わけです。

これはこれで意味はあると思いますが、例えばそ
れは地域について調べて発表する、考えて発表する
という後々の段階ではいいんですけども、やっぱり
中学生とか、ましてや高校生ぐらいになったら、そ
れを誰かにやってくださいよと、当事者意識なく、
こうしたらいいですよではなくて、こうやっていき
たいんだと、だからこの部分協力してほしいだと
か、当事者としてちゃんと提言していく、協力を求
めていく、呼びかけていく、巻き込んでいくとか、
自分たちはこうやっていきます、だからこの部分を
みたいな形で、もしくはぜひこれを了解してくださ
いと、だから自分たちがやりますからというような
形での実践、まさに言われていたアクションにつな
がる、もしくはアクションを前提にした提言だとか
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課題解決策を考えていくみたいなことを、中学生と
か、ましてや高校生ぐらいになったらやっていった
ほうがより、先ほど皆さんが出していただいた、こ
んな若者に育てたいというものにはつながっていく
かなと思っているところです。

 （畦地）
ありがとうございました。先ほど古川さんのお話

にも、それから岡村君の話でも、小さいときにその
ふるさとっていう気持ち、概念がなかったっておっ
しゃいましたね。多分それは、この「in」あたりの
体験がまずない。そして「about」もなかったとい
うことなんですね。けれども、敷地さんの場合は

「in」と「about」があったのかなと思うんですけ
ども。

我々も特に小学校の先生には、地域のことをちゃ
んと教えてねということで、「黒潮町のまちのこ
と」っていう３年生・４年生向けの副教材を作って
るんですけども、まあ学校に行くときれいなんです
ね、きれいなんですよ。これ一度も開いたことがな
いんじゃないかなと思うようなとこもあって、先生
方に言うと、なかなかオールジャパンの学習時間を
確保しなくちゃいけない。そこに地域学習を入れる
というのはなかなか大変というのは、分からないわ
けでもないんですけども、海士町のほうではそこら
辺、特に小学生に対して、地域学習の時間、ほんと
に地元のことをここでいう「知る、伝える」、そう
いう授業はどのようになさってるんでしょうか。

 （岩本）
例えば小学校だと、一番分かりやすいのは、小

学校６年生になると、全員がこの「about」のとこ
ろで「子ども議会」いうのをやります。１年間通し
て自分の興味・関心から課題を見つけて、その課題
解決を考えていくんですけども、そのときに高校生
とか中学生にかかわってもらって、当然地域に調べ
に行ったり、アンケートを取ったり、体験させても
らったりとかしながら、それで最後２月ですけど
も、毎年、町長とか議員とか行政の執行部とか、議
場で１人一つ政策というか、提言していきます。

これまず提言です。基本的には、夜暗くてこうい

うところで危ないとか、こういうのがあるから自分
たち帰れないとか、だから、こういうところに太陽
光のこういうものを設置してくれないかと。これは
予算がいくらぐらい掛かるけども、こういう形だっ
たら安くできるんじゃないかとか、アカテガニが
渡っていて、そこでよく車に轢かれてる、学校の周
りとか道でつぶされてる。これ調べたら、結構絶滅
危惧種というか、減っているやつだし、それ以上に
かわいそうだと。これを守りたいと。そのためにこ
ういう看板を作りたいんだ。そんな提言をしていく
わけです。

そのたび、町長とかが、それは面白いからやろう
とか、それはいいとか、もしくはここまではやって
いくと。看板を付ける費用は出すから、自分たちで
その看板の絵を描いたり、その活動をしてねとか。
そういう中でジャッジをしていくんです。大体半分
ぐらいの活動は、何らかの形で実現とか前に進めて
る。そんなことを通して、自分たちも町を変えられ
るんだと、自分たちも地域の一員として当事者意識
を持ってやっていくことで地域は良くなっていく、
もしくは自分たちも一緒にやれるんだというような
感覚を小学校のときにはやって、中学校になると自
分たちでもって実践しましょうとか、そんなふうに
かかわっています。

 （畦地）
ありがとうございました。多分ここで参加をされ

てる方の中には、高校の、ひと言でいうと魅力化と
いうことに興味があって、例えばそういうことにぜ
ひ取り組んでみたいと、取り組まなければならない
状況に置かれているというような方もいらっしゃろ
うかと思いますが、実は私の経験から言いますと、
県立高校というのは、非常に壁が高いです、正直言
わせてもらうと。今は違いますよ、うちの高校も違
いますけども、10 数年前までね。

地域にありながら、なかなか県立高校と一緒にい
ろんなことができなかった時代があったんですね。
けれども、今は全く違いますけれども、ひょっとし
たら皆さんが県立高校に行こうと思っても、なかな
かその大きな壁が立ちはだかる場合があろうかと思
うんですけれども、嶺北高校の場合は、高石さん、
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最初から現在、いや、過去から現在どんな感じでし
たか、高校と地域との何か、距離。先ほど岩本さん
から、地域と高校の距離は遠かったってお話があり
ましたね、距離の問題ですけども、どんな感じでし
たか。

 （高石）
そうですね、実際に高校の再編振興計画、これが

持ち上がって、実際、嶺北高校の生徒が 41 名を下
回るまでは、そこまで嶺北高校に関心がなかったの
かもしれないなと思います。そしてまた、地域が嶺
北高校をほんとに心配して、嶺北高校存続に向けて
何かせんといかんかなという思いになることはそれ
まではなかったし、実際私も嶺北高校に子どもが入
るまでは、嶺北高校にそんなに行くことはなかった
と思います。ただ、入ってからの状況を見ると、随
分と変わったなと、最近は思います。いろんな方も
嶺北高校に入って、いろいろ活動もされておりま
す。

ただですね、同居している嶺北中学校は身近だと
して分かってるかもしれませんが、連携型の隣に
ある土佐町中学校というところも生徒が半分来てる
んですけど、いま敷地さんの言われた、中学校に伝
わってない、伝えていきたいという話があるんです
けど、じゃあ伝わってるかと言うたら伝わってない
と思います。岩本さんが言われたように、じゃあ詰
め込むのかというと、それをしてもなかなか伝わら
ない。

当事者意識というのを今言われたんですけど、当
事者意識があったときもあります。それがまた薄
れてきたりもします。それを絶えず中学生、小学生
に、入ってみて良かったじゃなくて、小学校にいる
間から嶺北高校のこともよく分かるようにしていか
ないと、中３になってから伝えようなんて思っても
嶺北高校のことは伝わらないし、日常的に地域とか
小・中学校に伝えていっていないと、なかなかその
入ってみて良かったでは、もう高校としては魅力化
というのは自己満足になってしまいますので、そこ
んところはこれから課題だなと。

ただ、当事者意識を高めていくというのは中学生
にせないかん。ただ、中学生も持ってます。同じ

ように、将来はふるさとへというのは持ってるんで
すけど、それがやっぱり高校までは地元でというの
は我々の考えですので、それを小・中学校の間から
高校の魅力を伝えていけるような仕組みをつくりた
い。そういうふうに思っています。

 （畦地）
ありがとうございました。参加者の中には高校の

先生もいらっしゃいます。ぜひ高校の先生にも聞い
てみたいなと思うので、窪川高校の校長先生、ぜひ
ですね窪川高校はこういう目的でやってるんだとい
うのを、皆さんにぜひＰＲも含めて、学校の取り組
みを少しご紹介してください。

 （窪川高校校長先生）
窪川高校の森本といいます。油断してました。

やっぱり学校の説明、中学校への説明は敷地さんに
やってもらったほうが絶対いいなと思っています。

距離感の問題からちょっというと、県教委の立場
もあって、ちょっとこう違うでということも反論し
ちょかんと、一方的に畦地さんに言われると困ると
ころもあるんで、ちょっと反論しちょきます。

確かに子どもたちがいっぱいおるときには、県立
高校っていうのは１校で完結すると、人事にして
も教育内容にしても学校の中で完結するというのが
一つの考え方でありました。ただ、まだ市内のほう
は子どもたちが多いので、一つの学校で完結するっ
ていう認識があるだろうし、それをやっていっても
まだもっているんですけど、中山間地域の小規模校
はもう先生の数であるとか生徒数を考えると、もう
一つの学校の中だけで完結するということはできな
い。でも、やっぱり昔のその完結できるっていう認
識で来られて、それをできんっていうふうに意識の
転換が完全にできているかというと、まだやっぱり
できていない部分もあるので、その部分が恐らく畦
地さんが言われたように、高校との距離感がまだ高
いという部分が残っているんだろうと思います。

ただ、これからの時代は、絶対中山間地域の小規
模校だけでなくて、高校が学校の中だけで完結す
るっていう方向ではないと思うので、そういう意味
では先に中山間地域、小規模校のほうが大規模校よ
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りは気がついて、地域とかそれから外の力を借り
て、学校の教育をしようという方向に進んでいると
思います。それはもう全国的な流れ。だから、中山
間地域の小規模校のほうが、実をいうとこの教育
の、岩本さんが言われたようにもうトップを行って
るんじゃないかなという、そういうつもりで学校経
営をしています。

実を言えば、小規模校に行ったんで、ちょっとう
ちから遠いんですけど、窪川高校が今すごく楽しく
て、窪川高校が結構楽しく経営を、経営という言い
方おかしいですけど、運営させてもらっています。

課題はやっぱり生徒数が少ないということで、小
さい中で密度は濃いんですけど、やっぱり切磋琢磨
する高校教育の提供ということがやっぱり希薄にな
ります。だから、それも一つ考えて、例えば隣の小
規模校の高校であるとか、そういうところとちょっ
と、ずっとじゃないんですけど連携しながら、お互
い文化の違う交流というのを広めていくというの
が、これから考えていかなければならないんじゃな
いかなと思っています。

今日ここへ来て思ったのは、もう高知県の中だけ
でなくてもいいんじゃないでしょうか、日本全国に
視野を広げたり、それから言葉の壁を超えていった
ら、東南アジアとかそういうところのほうにもつな
がりできるんちゃうかなと感じるシンポジウムにな
りました。まだそこまで具体的な方向は県内だけで
すけど、これから先は日本全国とか世界を見据えた
受け入れが必要というのは、大規模校より中山間地
域、小規模校のほうがやりやすいかなということを
感じています、今んところ。

 （畦地）
ありがとうございました。

 （瀬戸）
すいません、１点質問をさせていただいて、よろ

しいですか。

 （畦地）
質問ですか、はい。

 （瀬戸）
すいません、土佐町の瀬戸

昌宣と申します。先ほど高石
さんからご紹介ありました、
パクり、嶺北高校の教育魅力
化特命官を仰せつかりまし

て、今年の１月から土佐町に入ってます。僕は昨年
の大晦日にアメリカから家族で帰ってきました。ア
メリカは大体 10 年間ほどちょっと研究教育をやっ
ていたんですが、もう皆さんの話、僕「うんうん」
というか、おっしゃるとおり、今隣にいる僕の上司
も、何か瀬戸君がいつも言ってることが全部ここに
あるなみたいな話になってたんですけど。

僕もやっぱり小さいということがすごくアドバン
テージだという話を来た当初からずっとしてるん
ですが、特に地域の人材をどんどん高校に利用して
くれたらと僕も思うんです。どんどんおれを使って
くれと思うんですね。英語の授業であってもサイエ
ンスの授業であっても、数学の授業であっても、何
でもいいんですが、ただ、僕もそういった形でかか
わろうとすると、高校の先生たちが「いやぁ瀬戸さ
んは学位、博士持ってらっしゃいますが、教職免許
持ってらっしゃいませんよね。そういう方に授業し
ていただくわけにはいきません」というのが、もう
枕詞のようにずっと出てくるんです。これは高校レ
ベルでも中学レベルでもそうです。

ただ、もうそういう要するに制度が、教育って常
に社会の変化に後付けでやっと追いついていく。つ
まり、いつも１周２周遅れなんですよね。その制度
を待ってると、もうせっかくその中山間地域で小規
模校で最先端を僕らが走ろうとしてるのに、常に足
かせがそういった制度なんですよね。岩本さんも多
分島根県のほうで、民間人材を採用するというよう
な形やっていらっしゃいますけど、そういった形で
すね、県としても、あと学校としても、そういった
方にもうちょっと門戸を開く特例のような形がやっ
ていただけないのかなと思うんですけど、そこら辺
に関して。

 （畦地）
嶺北の校長先生もいらっしゃるとお聞きしたんで
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すけれども、その件、嶺北の校長先生も少し、学校
のＰＲも含めてでよろしいですので、お答えくださ
い。

 （嶺北高校校長先生）
まず、敷地さん、ぜひうち

の生徒会と交流を、それが１
点です。

嶺北高校の校長です。川島
と申します。ほんとに今日は

こういう場にこらせていただきまして、誠にありが
とうございます。

嶺北高校、岡村が言いましたように、部活もやり
生徒会もやり、自主活動もやり、ほんとに何役も
やってくれてます。教員も部活顧問もおり、自主活
動も担当しているということで、ほんとにあっぷ
あっぷの状態で、とにかくもう学校教員、学校だけ
では対処できない問題がたくさんありまして、そう
いうのを地域の方にご支援をいただくしかないと私
は考えてますし、学校だけでは限界が来ています。
ですので、私は協力していただくことに関しては、
もうオールオッケーという気持ちです。もう力を貸
していただける方には全部貸していただこうと。

今、瀬戸さんがおっしゃったように、学校の教員
というのは自分たちが中心、外部の人を見ても二の
次というそういう意識がまだまだあるんで、そうい
う意識も変えていかなければできませんし、確かに
授業というのは教員免許がないとできませんけど、
今ＴＴがあり、学習支援員制度もあり、いろんな形
で生徒とのかかわり構造ができておりますんで、ま
ずできることからやっていただいて、教員の意識も
変えていきたいと考えております。以上です。

 （岩本）
今、校長先生もおっしゃられてましたけど、瀬戸

さんのお話伺ってちょっと思ったのは、半分は生徒
さんの責任もあるような気がしていて、恐らく教員
免許がないから頼めないというのはある種の言い訳
で、言い訳というか、多分怖いというか不安感とか
信頼関係ができてないから、そう逃げるんだと思う
んですよね。

教員免許がなくたって、１人で授業をやるという
のはそれはある種特別教員免許とかいろんな、い
ま既存の制度の中でもある程度何かちょっと使わな
きゃいけないけども、別にそうじゃなくてもいろん
な形でその授業だとかにかかわれる余地は当然あり
ますし、ほんとにいい形だったらかかわってもらっ
て、助けてもらえるんだったら助かるということ
だって正直あっても、やっぱり信頼関係とかができ
てないと怖くて、外部の人に開くとか入ってきても
らうとか、それで批判を受けるとか、もしそれがま
た地域の中で、あの学校はこうだとかみたいなもの
がやっぱり広がっていくとか、そういうことに対し
ての恐れだとか、それは生徒や学校を守る立場から
すれば当然あるわけで、そこをどうやってちゃんと
信頼関係つくれたら、丁寧にというか、やっていく
かっていうのは一つポイントではあると思うんです
よ。

例えば島前なんかで見ていても、僕もそうでした
けど、学校に入らせてもらって、授業をやるとか
ではなく、一緒に掃除する、部活の手伝いをする、
授業のＴＴみたいな形でなかなか授業に集中できな
い子たちを支援させてもらうとか、コピーをとると
か、そういうところで先生が助けてほしいというと
ころから入っていって関係性つくっていくと、だん
だんやれる範囲が広がっていったりだとか、もしか
提案が通っていったり、もしか一緒に提案をつくっ
ていける関係ができたりとかっていうところです。

地域側はどうしても、僕もどちらかというと地域
側の考え方が濃いですけども、何かこう学校に対し
て批判的にとか、学校の壁が高いからやりにくいん
だとか、教員の意識がこうだからみたいになりがち
なんですけども、でも、学校に入るとまた違う世界
が広がってきて、要は文化が違うというだけで、ど
ちらがいい悪いの話じゃないので、その異なる文化
がどうやって協働していくのかという、まさにそれ
こそ縮図がそこに広がっていて、そこが今僕ら大人
が試されているという。

だって、子どもたちはそういったこれからほんと
にグローバル化していく、多様な文化と一緒にやっ
ていかなきゃいけないような時代を切り開いていく
中で、まず大人たちがそういった組織や文化が異な
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る者たちがどうやって一緒につながっていけるの
か、協働していくのかっていうのがまず問われてい
て、それを乗り越えていく中で、子どもたちにそう
いう環境だとか教育が提供できるようになってい
く。そんな物語がここにあるのかなというようなこ
とを感じました。すいません、余談でした。

 （畦地）
ありがとうございました。そろそろ議論が非常に

盛り上がってきて、実はいろんな話を聞く中で、あ
れも聞いてみたいな、これも聞いてみたいなという
のが出てきたんですけれども、時間も押してきまし
たので、締めの関係に入らせていただきたいなと思
います。その前に、先ほど森本校長先生のフォロー
をするわけではないですけれども、私も今、一つの
学校で完結していた高校がやっぱりそれだけでは駄
目だ、やっぱり地域に生徒が出ていって、地域から
も力をもらわなくちゃ駄目なんだということが起き
ているというのは感じています。

といいますのは、私の母校の某高校ですけれど
も、そこもどっちかというと１校ですべて完結型
で、校長先生以下、もう完全に一つのとりでの中で
皆さん生活されているような学校だったんですけど
も、そこも地域の人に何か入ってきてもらって、ゲ
ストティーチャーのような授業を今年からしたいと
いうことで、私もこの前行ってきました。ようやく
某高校も、大方高校に遅れること十数年、そういう
ことにも取り組み始めたのかなというのを感じてい
ます。そういう意味では、嶺北もそれから窪川高校
も先に行ってるというのは、私はほんとにそのとお
りだと思います。

ということは、そういう教育がこれから我々高知
だけではなくていろんなところで求められていると
いうのが、どうも方向性として見えてきました。つ
まり地域を元気にする教育は、地域と学校が連携を
してやらなければ成り立たないということですね。
学校だけで子どもを育てて社会へ送り出す今までの
やり方というのは、要は通用しなくなってきた。そ
の結果が、今我々が直面している社会問題だと思い
ます。

そこで最後に、皆さんにお聞きをしたいと思いま

す。地域を元気にする教育、それをこれからこうい
うふうにしたい。あるいは高校生の皆さんには、僕
は将来こういうふうになりたいんだということも含
めてひと言でお願いしたいと思いますので、まず、
岩本さんからお願いできますか。

 （岩本）
そしたら、一つは、先ほど校長先生とか言われ

た、まさに小さい学校は学校だけで完結できないと
いう状況の中で、じゃあどうするのかで、一つは、
先ほど出たように地域をどれほど、もしくは地域の
人材を活用するかですよね。もう一つはやっぱり先
ほど出てました、他の地域とか他の学校ですよね、
それは例えば小さい学校で課題解決的な学習だと
か、自分の興味・関心を深めて、探究的な学びとか
やっていったときに、このテーマについて考えたり
とかやってるのは自分しかいない。ほかもまたみん
な違うテーマでやってる。

そうしたときに生徒の中で出てきたりするのは、
ほかの分野の話を聞くのもいいんだけども、やっぱ
り福祉なら福祉でもっとほかの高校生とかと語り合
いたいとかいうのがあって、もしくは自分も意識高
くやってんだけども、ほかの生徒の問題意識に比べ
ると何だかちょっと議論がかみ合わないとか、そう
いう生徒出てくるわけですよね。

そうしたときに、実は小さい学校って、ほかでも
そういった活動をどんどんやってるとこあるんで
すよね。例えば島根県内だったら県内の学校でそう
いったことをやってるところが集まって、高校生同
士が合宿とかでガンガン議論したりとか、自分たち
はこんなことやってるとか、自分はこんなプロセス
を持ってやってんだみたいに、喧々諤々、対話とか
やったりするとすごく盛り上がるわけですね。

それで帰って、またＳＮＳとかでつながり合いな
がら、お互いのプロジェクトを共有したりとかしな
がらやってたり、あとは、例えば長崎の高校とかと
ＩＣＴとかでつないで、それぞれがやってる活動を
発表したりしながら、自分たちの学校でこの程度の
発表がいい発表だみたいになってくるのが、先ほど
岡村君とかも言ってた、高校２年生のとき他校の高
校に行って発表したら、何か自分たちのやってるこ
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との特異性に気がついたとかですね。そういう他流
試合していく中で磨かれていくというところがある
ので、そういったものをふんだんに活用していくと
か、そのときのツールとしてＩＣＴみたいなものな
んかもまさにへき地の学校の強力な武器とかになっ
ていくので、そんなプラットホームなんかもつくり
ながらやっていくのも一つかなと思います。

最後、本質的にはこういった問題って、僕ら自身
が問われていると思っていて、島前で生徒と話して
たときに、何やりたいのか聞いてたら、町のために
何かしたいっていうわけですよね。地域のために何
かしたい。僕からいうと、気持ち悪いことをいうわ
けですよね。おまえ何だよと、おれ、高校時代にそ
んな町のためなんか思ったこと一度もないんだと。
そんなこと言ってるやつって、ほんとに気持ち悪い
ということを吹っ掛けるわけですよ。おまえ、何で
そう思ったんだみたいなことを聞いてくわけですよ
ね。いや、でも、なんか明確な理由とかきっかけな
い。

これ東北とかで聞いていくと、やっぱり震災と
か、そういうのが出てくるわけです。あの震災で、
自分は絶対にふるさとに帰ってくるんだと、地域を
何とかしたいと、出てくるわけですよ。やっぱりそ
ういう衝撃的なエピソードとかインシデントとかあ
ると、そうなるんです。でも、島前で話聞いて、別
にそういう東北みたいなエピソードがあるわけじゃ
ない。

でも彼の話を聞いて、僕がなるほどなと思ったの
は、だんだんそういう思いが積み重なってきたって
言うんですよ。今、地域がこれだけ人の数も減って
いるという状況の中で、町の人たちこんなふうに頑
張ってる、大人たちが。自分の親だってこういう民
間というか、一次産業をやってて、こういうふうに
やってる。ましてや外からこういう人たちがＩター
ンとかで来て、見ず知らずの学校とか、母校でもな
い学校とか地域のために何かやってる。

そういう大人たちを見ていて、だんだん自分も早
く一緒に闘いたいんだと。こうやって地域の人た
ちが必死で自分たちの町を守るために闘ってる姿見
て、自分ももっと早く強くなりたいとか、自分も力
をつけて、この人たちと一緒に闘える自分になりた

いんだ。そういう思いがだんだん積み重なってきた
というわけですよ。僕はそれ一つ、ものすごい気づ
きだったんです。何か素敵なすばらしい教育プログ
ラムをやれば、生徒がそんなふうに育つとか、やっ
ぱりそういうものではなく、そういう部分もあるん
ですけど、それだけではなくて、本質的にはそこに
かかわる大人たちがどれだけ本気で当事者意識持っ
て、その地域の課題が何かを解決していこうとして
いるのか。

学校の生徒の問題ではなくて、はっきり言って、
大人の地域課題解決型学習そのものなわけですね。
提言だけつくっても変わらない。自分たちがどう
やってほかのステークホルダーを巻き込んで、協働
的に解決していこうとするのか。そういうことが問
われているわけです。そういう姿勢をやっていくこ
とで、結果的に、生徒たちとか子どもたちにもその
背中が伝わっていくみたいなことが起きてるんで
す。

もう一つだけ、高校とかである協議会とかで保
護者さんと話してたときに言われたのが、「今こう
やって学校を何とかしようとしてやってるけども、
正直うまくいかないと思ってます」というわけで
す。その人は子ども３人がいるという中で、私はう
まくいかないと思ってるんだけど、でもやらなきゃ
いけないと思ってる。

何でっていう話になると、下の子が小学生にいる
んだけども、自分の子どもが運動会でどうせ自分
は勝てないと、足が遅いから勝てないといって力抜
いて走ったり、最後全力で走りきらなかったりした
ら、私は絶対怒るというわけですよ。負けてもいい
から最後まで走り抜きなさいと、私は絶対に自分の
子どもに言いたい。そういうためには、自分がここ
でどうせ無理、どうせ勝てない、だから手抜こうと
か、だからやめようというふうにやっていたら、私
は自分の子どもに、最後まで負けてもいいから全力
で走りなさいと言えなくなる。言えない。だから、
これ無理だと思ってもやる、やらなきゃいけないと
思って、これにかかわってますということをそのお
母さんは言っていて、僕はこういう大人の姿勢が
やっぱり子どもたちに伝わっていくということが、
本質的なことではないのかなと思っているというと
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ころです。以上です。

 （畦地）
ありがとうございました。では、高石さん。

 （高石）
今、瀬戸さんが学校とか中学校にまだちょっと障

がいがあるということで、今、岩本さんのほうから
信頼関係だという話もありましたが、そういうこと
で嶺北高校教育魅力化特命官という名前を、本来は
地域おこし協力隊なんですけど、それではいろいろ
取り組みにくいなということで、校長先生にお願い
して、県教育委員会の了解を得て、今回嶺北高校の
校長の任命を受けて、その名前を任命しています。
多分徐々に動きやすくなっていくんだと思います。
私ども、小・中・高を通じて全部同じように行き来
してます。これはもう長年行ってるので、「あぁ、
あいつか」ということで信頼関係の中のことなんで
すけど、多分徐々にそういうものは解けていくんだ
と私も思っています。

それで、今日の「若者の流出を止める教育力」と
いうことで、その地域の教育力っていうのはやっぱ
り子どもたちに、生徒たちにどれだけ多くの機会を
与えてあげられるということじゃないかなと思いま
す。それは部活動であったりもします。ただ、嶺北
高校なんかも生徒数が少なくなって、部活動も足ら
なくなった。じゃあ１での世界が足らないんだった
ら、0.5 でいいんじゃないかと。第１部活、第２部
活でもいいんじゃないですか。それをやるんじゃな
くてもいいし、第１部活、第２部活、第３部活で三
つの部活に所属しておれば成り立つんじゃないかと
か、0.5 と 0.3 と 0.2 でもいいんじゃないかという
ようなことも考えてます。

少ないなりにやっていくことも大事だし、じゃあ
そうなると、地域の指導者というのも要るように
なってくる。地域から学校に入って、部活動の面倒
を見るとか、駅伝を走りたいやつは駅伝もみてやる
と、いろんなことが分科会も含めて、地域もできる
ことがあるんじゃないかと思います。そういう機会
をどんどん与えていって、また、瀬戸さんみたいな
人に教育のありようとか、そういったことの高い分

野で機会を与えていってあげたいなと、そんなふう
に思います。

もう一つ、流出ということに関すると、いる間に
魅力を感じてもらいたいと思います。敷地さんのよ
うに、いる間に魅力をすべて分かってるみたいな感
じの生徒はなかなか少なくて、出て初めて分かった
という生徒もいます。でも、じゃあ帰ろうかという
ことにもならないと思う。やっぱりいる間に嶺北高
校の魅力、地域の魅力、中学・小学生にもいる間に
分かってもらいたい。特に高校生に分かってもらい
たいので、岡村君のように外から来た人には分かる
かもしれません、古川さん。でも、地元におる人は
外から見たことがないので、いる間に外から見れる
チャンスというのも、それも機会なので与えたい。
島前高校のような留学制度、東京からいろいろ国内
留学とか、そういったこともいる間に、外からわが
高校、わが地域を見るチャンスを与えることも大事
じゃないかなと、そういうことも含めて、地域でで
きることはやっていきたいと考えています。

 （畦地）
ありがとうございました。それでは最後、高校生

の二人には、将来に向けて誓いの言葉を述べていた
だきましょう。

 （岡村）
すごく重要な役割をいただいたような気がしま

す。高校３年間を振り返ったんですが、今日の議題
の題名にもあるように、本当の教育を高校３年間で
してもらったと思います。学校の先生から、地域の
方から、保護者の方から、いろんな方から教育、本
当の教育というものを受けさせていただきました。
これから僕は高知工科大学に進学して、音のことに
ついて研究を進めようと思ってるんですけれども、
音のことについて、嶺北地域では戦闘機とかものす
ごく飛んでて、騒音の被害とかも結構出ているとい
うことを聞きました。なので、将来はそういった関
連で何か貢献できるようなことがあったらいいなと
いう、まだ漠然とした考えなんですけれども、そう
いうことを思っています。

地域に帰りたいかと聞かれれば、100％帰りたい
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というのは今時点では思ってなくて、どちらかとい
うと、海外に出たいっていう思いのほうが近いで
す。１回日本の外に出て、まず日本がどういう状況
なのかというのを客観的に見てみたいから。それか
ら、その日本の中でもこの中山間地域というのは、
一体どういうような役割をしているのかというのを
一旦外から見たいなと考えています。必ずしも地域
に帰らなくてもできることがあるだろうと。岩本さ
んのプレゼンにもグローカルという言葉が出てきま
したけれども、グローバルでありながらローカルに
かかわるというようなことが、これからＩＣＴなん
かでもできるんじゃないかと思いますので、これか
らは外に行って地域を伝える、そういったような人
材になりたいと考えています。

まだダイヤモンドの原石はいっぱいあるんですけ
ど、それがまだ土の中に埋まってて全く見えない
わけであり、何を磨いてるのかさっぱり分からない
と、それじゃあ意味がありませんので、ぜひ海外に
行ってその土の中からダイヤモンドを掘り起こし
て、こういうところなんだというのをアピールでき
るような人間になりたいと考えています。以上で
す。

 （畦地）
それでは、敷地さん、お願いします。

 （敷地）
私は、さっきも言ったように、窪川で保育士をし

たいと思っています。まだ高校生活が２年間残って
いるのは大きいと思うので、この１年間で学んだこ
とを活かして、まだこの１年間やってきたことを続
けることも大事やし、新しく何かを始めて何かを吸
収したいと思います。それで、保育士の資格を取る
ためには、どうしても町外へ１回出ないといけない
ので、市内で資格を取るか、また県外まで出て資格
を取るかはまだ明確じゃないですけど、その行った
場所でも窪川のいいところ、高知県がいいんだよと
いうのを伝えれるような高校生活を送りたいと思い
ます。

将来はほんとに窪川に帰ってきて保育士ができる
なら、自分が経験してきた楽しいことをちゃんと子

どもに伝えて、その子たちにも窪川が好きとか、将
来戻りたいと思ってくれるようなかかわりができた
らいいなと思います。

 （畦地）
ありがとうございました。最後に、なんか私がも

う締める必要もないかもしれませんけれども、少し
まとめというような形でしたいと思いますけども、
岩本さんの途中のお話の中に、唱歌の「ふるさと」
のお話がありました。「ふるさと」の３番「志を果
たして　いつの日か帰らん」、つまり私たちはこの
100 年かけて、中央のために貢献する人材を地方
は出せという教育をずっと受けてきたということで
す。その結果がこういう状態を招いてきた。そうで
はなくて、志を果たしにふるさとに帰ってこい、こ
ういう教育を我々はこれからまた 100 年やること
によって、地域に人を取り戻すことができるのでは
ないかと思います。

先ほど岡村君が海外に出たい、けれどもふるさと
に貢献したいという気持ちを切々と語っていただき
ました。僕は必ずしもみんなが帰ってきて、ふるさ
とに貢献しろとは言いません。どこに行ってもいい
けれども、やはりふるさとを忘れず、ふるさとのた
めに貢献をしたいという気持ちを持って生きていく
こと、それがすごく大事。敷地さんのように、窪川
に帰って、私は保育士となって、次の子どもたちに
ふるさとの魅力を伝えたいんだというやり方もあり
ますし、よそに行ってもふるさとを思い、ふるさと
に貢献する気持ちを持って、いずれは多分帰ってき
て起業もしてくれるはずです。なので、そういう気
持ちを持ってふるさとを後にする人材を育てること
が我々の使命でありますし、むしろ高知がこれから
目指さなければならない教育の姿ではなかろうとか
思います。

島根も高知も国の指標ではゲビ争いをしていると
いうことになりますけれども、そういう意味では、
課題の先進県で課題解決に向けてのまた取り組みの
先進県でもあるということが、日本全国、高知やあ
るいは島根に学ぶべき点がたくさんあろうかと思い
ますので、ぜひ我々もそういうところに向けて情報
発信もしていきたいと思いますし、高知県の教育委
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員会にも、ただ単に数字で学校を再編するのではな
くて、必ずしも数が少ないから駄目だという話では
今日はなかったと思うんですよね。小さいなら小さ
いなりのすごく魅力があるということをやっぱり分
かっていただいて、ほんとに数の論理で学校を再編
するのではなくて、ほんとに高校の魅力、それをど
うやって高めるかということによって、高校という
ものを地域の、地域づくりの核にしていく。これが
我々今から必要なのではないかというふうに思いま
した。

ちょうど時間になりましたので、これで私の進行
は終わりまして、あとは事務局にお返しをいたしま
す。

 （司会）
ちょうど時間ぴったりに、しかもきれいに最後ま

とめていただきまして、畦地さんありがとうござい
ました。十分な事前の打ち合わせもできないわけで
すが、ほんとにきれいにコーディネートしていただ
きまして感謝申し上げます。

ということで、もう私のほうから、あえてもう最
後まとめのようなことは申し上げませんが、ステー
ジの皆さん、そしてフロアの皆さん、ほんとに何か
一体となった、大変中身の濃い、温かい雰囲気のパ
ネルディスカッションにすることができたと思いま
す。皆さんに感謝申し上げます。

最後に、パネラーとしてご登壇していただいた４
人の皆さん、そしてコーディネーターの畦地さん、
５人の皆さんに盛大な拍手を送りたいと思います。
よろしくお願いします。

それでは以上をもちまして本日のシンポジウムを
終わりたいと思います。ありがとうございました。


